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序

県営圃場整備事業に伴って ,昭和54年度以降毎年実施されてきた

埋蔵文化財の発掘調査事業は ,それまで顧みることの少なかった大

泉村の歴史に対 して ,村内ばかりではなく,県内いや全国の多 くの

方々の注目を引くに足る発見の連続でありました。中でも寺所遺跡 ,

城下遺跡 ,金生遺跡 ,天神遺跡の発見は,ま さに歴史の一頁を塗 り

かえ,あ るいは白紙を埋めるものであるとの感を強く受けました。

特に金生遺跡の調査によって得 られた資料は ,大泉村の歴史として

のみ捉えることはもはや十分ではなく,日本を含む全世界の中での

歴史的位置づけ,歴史的評価を受ける要素を多分に有 していると言

っても過言ではないと思われます。

本年度実施された東姥神B遺跡の調査では,平安時代の外の底部

に書かれた「安曇」の墨書文字が検出され ,改めて全国的な視野で

本村をみつめる姿勢の必要性を痛感 した次第です。その調査報告書

がここに上梓される運びとなりました。本書が ,本村の住民の方々

にひろく活用されることを強 く望みます。また歴史学の参考に供 し

ていただければ幸いと思います。尚 ,内容に関 しては,今後先学諸

氏の御叱正ならびに御教示を賜 りたく御願い申し上げます。

最後に地権者の皆さん ,峡北土地改良事務所 ,大泉村土地改良区

の方々の御理解 ,御協力に対 して厚 く御礼を申し上げます。また調

査に参加 して下さった地元の皆さんには心から感謝の意を表すもの

であります。

昭和60年 3月

大泉村教育委員会

教育長 浅 ナH義 彦



例   言

1 本書は,昭和59年度県営圃場整備事業に伴 う東姥神B遺跡の調査報告書である。

2 本調査は,峡北土地改良事務所との負担協定により,文化庁 ,山梨県より補助金を受けて

大泉村教育委員会が実施 した。

3 遺跡所在地 山梨県北巨摩郡大泉村西井出字東姥神

4 調査面積 6120雷

5 調査期間 昭和59年 5月 1日 ～ 7月 10日

6 調査事務局 大泉村教育委員会

三井甲子雄 (前教育長 昭和59年 9月 30日 退任)・ 浅川義彦 (教育長 昭和59年 10月 1

日就任)・ 山田初男 (係長)・ 浅川正人 。三井初枝・三井三枝子・櫛原功― (埋蔵文化財

担当・発掘調査員 )

7 発掘調査参加者 (敬称略 )

相吉よしえ 。浅川英三・浅川成二 。浅川たつ子・ 浅川久代・浅川満江・浅川洋子 。河西真

知子・五味ます子・平井仁志・細田絹代 。細田みぎわ 。三井種子・ 山田晶子・ 山田金子・

山田きくじ・ 山田節子・ 山田とし子・ 山田豊子

8 遺物の整理及び本書の執筆 ,編集は櫛原が行 った。

9 発掘調査及び本書の作成にあたって次の諸氏に御教示を賜わった。記 して感謝の意を表 し

たい。 (敬称略 )

雨宮正樹・磯貝正義・岡本範之・ 小野正文 。坂本美夫・佐野勝広・進藤一弘・信藤祐仁・

末木健 。鈴木治彦 。新津健・萩原三雄・平川南・服部敬史・ 山下孝司

10 本調査の出土品 ,諸記録は,大泉村教育委員会が保管 している。

11 本調査にあたり,峡北土地改良事務所 ,大泉村土地改良区 ,地権者の皆様に御指導 ,御協

力をいただいた。衷心より謝意を表 したい。

凡   例

1 竪穴住居址・ 掘立柱建物址 (SB― ),土 壊 (SK― ), 溝状遺構 (SD― )の縮尺は微

細図を除き全て 1/60に 統一 してある。

2 遺物は 1/3, 1/4で あるが ,特に平安時代の土器 ,陶器類は 1/4に統一 してある。

3 本書使用地図は,国土地理院発行の 1/25000谷戸 ,山梨県発行の県営圃場整備事業計画

図 1/1000で ある。また古絵図は,大泉村村誌編纂室提供の「西井出村」図の部分である。

4 遺構実測図の方位は全て磁北に合わせている。
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第 1図 遺跡の位置及び周辺遺跡分布図 (1/2500)
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調査に至るまでの経過

大泉村では,昭和54年度か ら開始された県営園場整備事業に伴ない,昭和58年度までに 6遺

跡の埋蔵文化財発掘調査が県文化課及び県埋蔵文化財センターによって行われ ,その成果は

枚挙にいとまがない。昭和59年度は,大泉村西井出字姥神を中心とする小岩清水工区の一部 ,

の試掘及び本調査が行われた。その結果 ,東姥神遺跡

第 2地点の一部で トレンチ調査によって平安時代の住

居址 2軒が確認され ,該期の集落の埋没が予想された

が ,そ の本調査は59年度にもち越された。従って今回

の調査は昭和58年度調査に引き続 くもので ,東姥神遺

跡第 1地点と第 2地点の一部を合わせて東姥神A遺跡

と呼称することとし,それに対 して今回59年度の調査

区域を東姥神B遺跡と呼称する。 (第 1図 )

遺跡の位置 と歴史的経緯
(原寸 ,部分 )

1 遺跡 の位 置

東姥神B遺跡は,山梨県北巨摩郡大泉村

西井出字東姥神に所在する。標高 885～

891mの ,八ケ岳南麓の緩やかな傾斜をもつ

舌状の尾根上に立地 し,南斜面の抜群の日

当りの良さと,八ケ岳 ,富士山,甲斐駒ケ

岳等を望む景観のすばらしさに加えて ,遺

跡西を流れる泉川の豊かな水流は,今 日に

おいても人々の絶好の生活環境といえよう。

2 遺跡 の歴史的経緯

本遺跡の発掘地区の北側に隣接 して ,八

幡神社が鎮座する。この一帯がちょうど谷
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第 3図 古絵図 (原寸 ,部分 )
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戸城址の約 lkm東北に位置 して い るた め ,こ の神社は谷戸城構築の際の鬼門除祭神 として鎮

杞されたのだという説明をする向きもあるが確証はない。甲斐国志 (1814年 )に はこの神社の

記事はみられないものの ,石段の寄石には,「明和三百年」 (1765年)と記され ,ま た境内の

石殿のひとつに,「宝暦八戊寅天四月吉 日」 (1758年 )と あることから,江戸中期に既に存在

していたことは確実である。やや下って天保 9年 (1838年 )の古絵図 (第 2図 )と ,やはり同

じ頃のものと思われる古絵図 (第 3図 )によれば ,八幡神社付近の様子は現在とほば変わ りが

ないことがわかる。現況では,遺跡中央に農道 と墓地を挟んで ,そ の東西に水田,畑 ,桑園が

広がり,調査地区の南側は,古絵図と同じように数軒の人家が集まっている。尚 ,付近の古老

の話によれば,かつて八幡神社の南側に地下穴があり,当時人々は谷戸城への抜け穴であろう

と噂 したが ,実際中へ入ってみると地下室であったとのこと。水田造成の際 ,潰 されて しまっ

たようであるが ,そ れが今回の調査で発見された地下式壊のひとつであった可能性も強い。

本遺跡の所在する尾根続きは,昭和55年度の表面採集による遺跡分布調査では,本遺跡を含

めてひとつの遺跡として理解されており,本遺跡の南を東西に横切る県道付近には,縄文時代

～平安時代の遺物が濃密に散布している。また約100m東北には,昭和57年度に調査された東原

遺跡がある。鍛冶工房址 1軒を含む13軒の竪穴住居址からなる平安時代の集落址で ,本遺跡 と

内容的に共通点があり,こ の両遺跡は切 り離 して考えることはできないと思われる。

Ⅲ 調査の方法と経過

調査方 法

調査地区の農道西側地区は,昭和58年度の調査によって遺構が存在することが明 らかなため
,

重機によって遺構確認面まで表上を剥 ぐとともに,鋤簾がけによって遺構を検出した。その排

土は田畑一枚毎に,そ れぞれ北側部分に遺構がないことを確めたうえで盛り上げ,その盛 り上

以外の部分を精査 した。また農道東側地区はまず ,入力及び重機によって 2m幅 の トレンチを

東西方向に,田畑一枚毎に 2～ 3本入れ ,遺構の有無 ,土層の堆積状況を確認 した後 ,農道西

側部分と同様な調査方法を行なった。

確認面での遺構検出のあと,各遺構の調査を行うにあたり,ま ず磁北に基づ く東西南】ヒを基

準線とする 5m× 5mグ リ ッ ドを調査地区全域にかかる様に設定 し,西→東へA～ V,】ヒ→

南へ 1～ 20の組み合せによって各グリッドを表示 した。

2 調 査経過

本遺跡の調査は,昭和59年 5月 1日 より開始 した。表土剥ぎ,グ リッド設定と併行 しなが ら ,

5月 8日 から遺構の調査に入った。 6月 8日 には調査の終 了した部分から全体図の作成を開始

-3-
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した。 6月 14日 ,配石を伴う人骨一体が出土 したため,6月 16日 には長坂署による調査を受け
るとともに,同 日関係者一同で供養を行 う。その後 ,こ の人骨は中世の埋葬法を知る上で貴重
な資料であるといぅ認識に立ち,石膏によるレプリカを作成することを決定。 6月 29日 よリラ
テックスを使用 した型取 り作業を開始 し,7月 2日 に完成 した。

7月 10日 ,全ての作業を終了した。調査面積6120だ のうち,精査面積は2700だ。調査日数は
57日 ,作業員は延べ 648人 を要 した。
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889 633m

本遺跡は,北から南への緩やかな傾斜地上に立地 し,す ぐ西側に泉川が流れているため氾濫 ,

浸食等の影響によるものであろうか ,調査区内における層序は必ず しも均等ではない。特にU,

Vグ リッドなど東端に近い部分では,水分を多く含んだ黒褐色土が厚 く堆積 した埋没谷 となっ

ている。また現況は水田 ,畑であり,北側を切 り上 して南側へ盛 り上する方法で農道東側地区

では 5枚の田畑が ,西側地区では 4枚の畑が造成されており,部分的には地山まで削平が達し

ているため ,遺構の多 くが既に消滅 していることが想像 される。

第 5図の層序は,B4,B5グ リッド西側の南北セクションを示す。

I層 黒褐色土層

耕作土層であり,し まり,粘性弱 く,小礫 ,ロ ーム粒子等を多 く含む。

Ⅱ層 黄褐色土層

畑造成の際の盛 り土層で ,ロ ーム土と黒褐色上の混合上である。万ヽ礫 ,地山の岩盤状ブロッ

ク (Ⅵ層)等を多 く含む。 しまり,粘性ややあり。

Ⅲ層 黒褐色土層

畑造成前の表土層と考えられる。小礫 ,炭化物等がみられる。遺物の包含層である。 しまり

粘性ややあり。

Ⅳ層 茶褐色土層

ローム漸移層である。ローム層中に黒褐色上が混入 し,やや暗い黄色上を呈す。小礫 ,炭化

物が僅かにみられる。

V層 黄色土層

P― ム層。小礫を混入する。

Ⅵ層 黄色土層

いわゆる地山と呼ばれる層である。礫を多く含む粘質のローム層が岩盤状に硬化 している。

序層Ⅳ

第 5図 遺跡の層序 (1/80)

-5-



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

。・・
   

―

 ・

20・ぜぽ 絆
4す

Ｄ０
　

　

５４
　

０

／ｓ
ヽ

０

o                                  20rn

第 6区 遺構分布図 (1/450)

(数字のみは土壊番号 。SK― )

-6-



V 遺構 と遺物

本遺跡から検出された遺構は,縄文時代中期後半の竪穴住居址 1軒 (SB02),平 安時代 の

竪穴住居址 8軒 (SB01,SB03～ 07,SB09,SB10),時 期不明の竪穴住居址 1軒 (SB

08),平安時代～中,近世の掘立柱建物址 9軒 (S Bll～ 20),縄文時代～中 ,近世の上 嫉

(地下式壊 ,兵墳を含む)66基 ,溝状遺構 2本である。 (第 6図 )

出土遺物は,縄文時代前期～晩期の土器と石器 ,平安時代の上師器 ,須恵器 ,灰釉陶器 ,輔

羽口,鉄製品 ,鉄製未製品 ,鉄滓 ,中 。近世の土師質土器 ,内耳土器 ,陶器 ,砥石 ,石臼,中

国銭 ,木片等である。

竪穴住居址 (S B01～ 10)と その遺物

SB0 1(第 7～ 9図 ,図版 1-1～ 3, 7)

遺構 C2グ リッドに位置する。耕作に伴うトレンチ状の撹乱が東西に 2本走 り,覆土_L層

部及びカマ ド中央部を撹乱 しているため ,必ず しも遺存状態は良好とはいえない。平面形は隅

丸1方形を呈 し,東西 410m× 南北 4.20m,主軸方向はE16° Sで ある。覆土は次のとおり。 1

層 黒色土層―スコリアを少量含み ,粘性がある。 2層 黒褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブ

ロックを含み ,床面に近い部分では炭化物 ,鉄滓が含まれる。 3層 黄褐色土層―ローム質の

層。 4層 暗黄褐色土層―炭化物 ,焼土 ,ロ ーム粒子を多く含み粘性強い。鉄滓小片を多く含

む。 5層 焼土層。北西寄りの床面は,岩盤層を平坦に整形 し非常に堅いが ,東南コーナー付

近は荒い掘り方の上部に張り床を施 している。張り床の層序は , 1層 焼土層―ローム粒子 ,

黒色土 ,炭化物を含む焼土層oし まりはあるが ,粘性弱い。 2層 黒色土層―ローム粒子 ,ロ ー

ムブロックを含み ,し まり,粘性共にあり。 3層 黄褐色土層―ローム粒子を多 く含み ,し ま

り,粘性共にあり。 4層 黄色土層―ローム。南壁と北壁の中央部にはそれぞれ巨石が露呈 し,

住居址の南北幅を制限している。周溝は北壁下から南壁下まで巡り,北壁の巨石下では石の輪

郭に沿って周溝 もカーブしている。ピットは大小12本程検出されたが ,主柱穴はPl,P2,

P3,P4,P5,P6の 6本であろう。カマ ドは東壁ほぼ中央部に構築されているが ,前述

のとおり撹乱によって ,一部の袖石と焼土の堆積を残すのみであり,袖石の多くは北東コーナー

付近に散乱 していた。カマ ドの層序は次のとおり。 1層 茶褐色土層―ローム塊 ,ロ ーム粒子

をやや多く含む。焼土粒子を混入する。 2層一焼土層。 3層 黄色土層―非常に硬 くしまった

粘土質のローム。住居址のほば中央部には1.lm× 0.8m,深 さ25 cmの ピットがあり,焼土 ,炭化

物を充煩 し西壁には鉄滓が多量に付着 していた。住居址覆土中からは輔羽回片 ,鉄滓 ,鉄器未

製品等の遺物が出土 し,本址は中央 ピットを中心とした小鍛冶的作業の場であったことは明ら
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かである。また東南コーナーの張り床面に平板状の石を 2列 に配列 した配石が検出された。更

に南壁東寄りに壁を切って ,土師器杯 1点を包含するピットが検出された。共に用途は不明で

あるが本址に関わる施設と考えたい。

遺物 本址の覆土 ,カ マ ド付近及び中央 ピットから多くの遺物が出土 した。 1,2は 内面黒

色の上師器で ,信濃方面からの搬入品かと思われる。 2は中央 ビット上層から出土 し,口縁部

外面に口縁側を下にして ,墨書文字「平」が 2文字 ,相対する位置に書かれている。 3は須恵

器郭で ,南多摩窯址群の御殿山59号窯式併行期 (875～ 900年頃)と考えられる。 4は 甲斐型

土師器郭で,住居址南壁を切るピット中から出土した。底部に墨書文字「高」が書かれている。

底径/口径比は45%で あり,甲斐地域編年 (以下「編年」と略す)Ⅸ期 (900～ 925年頃)に
(神 奈川考古 第14号 に拠 る)

相当するものと思われる。 5は ロクロ成形による土師器甕で , 1,2と 同様信濃方面からの搬

⑤
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第 7図  SB01(1/60)
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第 8図 SB01 遺物出土状況 (1/60)
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(15

入品であろう。 6～ 8は土師器甕の

口縁～底部である。 6と 8は胎土 ,

焼成が同一なため ,同一個体の可能

性が強い。 9～ 12は輔羽回の破片で
,

いずれも二次焼成による変色部がみ

られる。 9と 12,10と 11は 同一個体

の可能性がある。直径 6～7.5cmの

円筒形を呈 し,直径 2～2.5cmの孔

が中央に貫通するものと思われる。

胎土には径 0.1～ 0.5cm程の白色粒

子を多量に含み ,少量のスコリアも

みられる。 9に は藁屑と思われる植

物繊維片が混入されている。13, 14

0               10m
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第 9図  SB01



は鉄器未製品であり,共に西南コーナー付近の床面から僅かに浮いて検出された。一体どの様

な鉄器に成形する予定であったのか全く不明である。以上の他に,覆土中から鉄津が多量に出

土 した。lCm～ 19 Cm大 の鉄滓が約299点 ,総重量は13 2kgに も達する。

本址は甲斐型郭・須恵器界の編年的位置づけから,10世紀前半の所産と思われる。

A890204

第10図 SB02(1/60)

SB02(第 10～ 13図 ,図版 1-4)

遺構 E・ F3グ リッドに位置する。SB0 1同様の撹乱が床面までおよび,ま た床面に 近

いレベルまで耕作によって撹乱され ,辛 うじて壁が確認されたという有様であった。平面形は

隅丸方形を呈 し,東南3.7m× 南北33m,主車由方向はN16° Eである。覆土は炭化物を多 く含 む

黒褐色土からなる。床面は全体的に軟弱だが,硬化面が部分的に存在する。周溝は南西コーナー

に一部残存するのみである。主柱穴はPl,P2,P3,P4の 4本である。炉は中央やや北

寄りに位置 し,北狽1半分の炉石が抜かれているが ,円形石囲炉と思われる。90 cm× 90c

25 cmを 測る。炉内覆

土は, 1層  黒褐色

土層―ロームブロッ _

ク,焼土 ,炭化物を

多量に含む。 2層

黄褐色土層―焼土 ,

炭化物を多く含む。

炉石の中央部 ,即 ち

正面の炉石は,縦に

半我された石棒片を 第12図 SB02 炉石転用石棒 (1/4)
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使用 している。炉の西側 ,壁寄

りの位置から磨石 1と 礫数点か

らなる集石が認められた。礫に

は ,剥離痕のみ られるチャー ト

質の石核状を呈す ものが数点あ

る。本址からは土器片が一片も

出土せず ,時期決定は困難であ

る。 第13図  SB02 磨石 (1/3)

遺物 前述のとおり,土器片は 1片 もない。炉石に転用された石棒片と,炉の西側に他の礫

と共に検出された磨石のみである。石棒片 (第12図 )は花南岩系石材を用い,長軸方向に磨面

がみ られる。ほぼ 3等分に破損 しているが,現存する長さは31 cm,巾 12.5cm。 燃焼面は剥離が

激 しく,二次焼成痕が明瞭に残る。磨石 (第13図 )は安山岩系石材を用い,磨面はその表面に

スス状のカーボンが付着 し,中央部よりもその外縁に使用痕が認められる。その裏面はあばた

状の加工痕が残 り,その中央部に 2ケ所の凹部がみられる。この 2点の石器から確実な時期を

導 くことはできないが ,住居址形態と合わせて考えて ,縄文時代中期後半の所産であろう。

SB0 3(第 14,15図 ,図版 1-5)

遺構 BoC5グ リッドに位置する。SB0 8に 切 られて南側壁部を欠失するが ,全体的 に

みて遺存状態は良好である。平面形は東西 320m,主軸方向はE4° Nを示す。覆土は次のと

おり。 1層 黒褐色土層―旧

表土層。 2層 茶褐色土層一

ロームブロックをまばらに含

み ,粘性がある。 3層 茶褐

色土層―ロームブロックを全

体的に含む。 4層 黄色土層

―地山と同質のローム。床面

は硬 くしまり,周溝は南壁と

カマ ド部を除いて全周する。

ピットは 4本程みられるが ,

主柱穴と断定 しかねる。カマ

ドは東壁ほば中央に構築され ,

天丼石が崩落 していたが ,袖

石 ,支脚石は遺存 していた。

カマ ド部の層序は次のとおり。

1層 黒褐色土層―ローム粒
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0                 10cm

第15図 SB03 出土遺物 (1/4)

子を含み ,粘性はあるが しまりはない。 2層 茶褐色土層―ロームブロック,礫 ,炭化物を含

んだ砂質土。しまりあり。 3層 明茶褐色土層―ロームブロックを多 く含み ,しまり強い。 4

層 黄色土層―ロームに小礫を含む。 5層 茶褐色土層一焼土粒子 ,炭化物をやや多く含み ,

しまり,粘性共にあり。 6層 赤色土層―焼土層。 7層 黄褐色土層―ローム粒子 ,焼土粒子 ,

炭化物が多 くみられる。

遺物 本址からは覆土中とカマ ド部から土師器数片が出上 したのみである。 1は 内外面黒色

の土師器界の口縁部片。 2は土師器甕口縁部である。黒色土器の存在と,甕の口縁部形態から

10世紀前半の所産であろう。

SB0 4(第 16～ 18図 ,図版 1-7・ 8,3)

遺構 E・ F9グ リッドに位置する。本址の中心やや東寄りに ,南北に約40 cm幅 の暗渠排水

が走り床下まで破壊されているが ,それ以外の遺存状態は良好である。平面形は隅丸方形で
,

東西2.9m× 南北3.3m,主軸方向はE2° Nを示す。覆土は, 1層 黒褐色土層―ロームブロッ

クを全体的に合み ,粘性

はややある。下層では炭

化 物 を 含 む 。 床 面 は

ローム面を平坦に整形 し,

硬くしまっている。周溝

は北壁下から西壁下と ,

東壁下の一部を巡る。ピッ

トは 2本以上検出された

が ,主柱穴は不明。カマ

ドは東壁やや南寄りに構

築され ,禾井石 ,袖石共

に遺存状態は割合良好で

ある。カマ ド部の層序は

次のとおり。 1層 黒褐

色土層― ローム粒子を含

み ,し まりあるが粘Jl■弱

い。 2層 黄褐色土層一
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＼手ヨ /

ローム。 3層 茶褐色土層―

焼土粒子 ,炭化物を少量含み ,

しまり,粘性共にあり。

遺物 本址からはカマ ドを

中心として多数の遺物が出土

した。 1～ 4は甲斐型土師器

で あ る。 底径/口径比は 3

が34%,4が38%である。暗

文は全くなく,日縁部は玉縁

0                  10cm

第17図 SB04 出土遺 物

第18図 SB04 カマ ド付近遺物出土状況 (1/20)
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を呈 し,編年XI期 (950～975年頃)に比定されよう。 4は外面に墨書文字「井」が 2ケ 所 ,

回縁部を下にして相対する位置に書かれている。 5, 6は灰釉陶器である。 5は東濃系編年で

いう光ケ丘 1号窯式に比定される娩で ,内外面胴部及び,内面底部に刷毛塗りで釉薬がかけら

れている。 6は 同じく東濃系編年でいう大原 2号窯式の古段階に比定される皿で ,内外面漬 け

がけによって釉薬がかけられている。高合は共に三ケ月形を呈す。 7は土師器甕で ,同一個体

の口縁部 ,胴部及び底部片である。国縁部は肥厚 し,その形態から10世紀後半に比定される。

本資料にみられる内面の刷 毛 目は胴部と底部付近でハケが違なっているのが注意される。

本址は出土遺物から10世紀後半と思われる。

SB05(第 19,20図 ,図版 2-1, 8)

遺構 R・ S10グ リッドに位置する。本址東側には SK1 0,SKl lが カマ ドを切 っ て

重複 し,西側には SK 0 5,SB1 7が 重複するため遺存状態は良好ではない。平面形は隅 丸

方形を呈 し,東西2.9m× 南北3.5m,主軸方 向 は E5° Sを示す。覆土は次のとおり。 1層

黒色土層―ロームブロックを全体的に合み ,し まり弱 く粘性あり。 2層 暗褐色土層一壁体の

崩土。 3層 黒色土層-1層よりもローム粒子の量が多い。 4層 黄褐色土層― ローム粒子の

量が多くしまり弱い。 5層 黒褐色土層―径 2～ 3cmの ロームブロックを多く含んだ黒色土。

しまりなし。 6層 黒褐色土層―ローム粒子を非常に多 く含み ,し まりなし。床面のほとんど

が黒褐色土中に掘り込まれていることと,床面が非常に軟弱であったことにより,床面検出は

難行 した。周溝はない。床面にはSB1 8の 柱穴を含む多数の ピットが検出されたが ,本址 に

伴う柱穴は判然としない。床面には中央やや北寄 りに 1.25m× 1.Om,深 さ40 cmの楕円形を呈す

土壊があり,覆上の堆積状況から本址と同時期の所産と思われる。カマ ドは東壁中央部にあり ,

前述のとおりSK1 0,SKl lに 大半を破壊 されている。カマ ド部の層序は次のとお り。 1

層 黒色土層一小礫を多 く含み ,し まり,粘性共になし。 2層 黄褐色土層―ローム中に黒色

土が混入し,し まり,粘性共に弱い。 3層 黒褐色土層―ロームブロック,焼土ブロック,炭

化物を多く含み ,し まり弱く粘性あり。 4層 焼土層―焼土中に黒褐色土を少量含む。 5層

黒褐色土層-3層 よりも焼土ブロック,炭化物を多 く含む。 しまり弱 く粘性あり。SK10上 層

の焼土 ,石等は本址カマ ド部のものである可能性が強い。

遺物 遺物は,床面直上と,カ マ ド付近から出上 した。 1は土師器蓋 で あ り ,頂 上部には

擬宝珠状の平たいつまみをもち,国 縁端部には立ち上りがある。暗文はない。 2は 甲斐型土師

器郭であり,底部に「安曇」の墨書文字をもつ。口縁形態は丸形を呈 し,内面には放射状の暗

文をもつ。底径/口径比は44%で あり,編年Ⅸ期 (900～ 925年頃)に比定されよう。 3～ 5

は土師器甕であり,3と 4は ,胎土 ,焼成から同一個体の可能性が強い。 5は 口縁部内外面に

刷 毛 目がみられ ,ま た胎土 ,焼成が他の上師器と異なった様相をもつ甕である。

本址の時期は以上から10世紀第 I四半期 (900～ 925年頃)に 比定されよう。

-14-
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SB0 6(第 21,22図 ,図版 2-2・ 3)

遺構 S15グ リットに位置する。水田造成に伴 う段切 りによって南半分を完全に破壊 され ,

西側はsB0 7と 西壁部で重複 しているため ,住居址の全容は明 らかではない。平面形は隅 丸

方形と思われ ,東西4.2m,主軸方向はE2° Wを示す。覆土はローム粒子 。ロームブロック ,

小礫をやや多 く含む黒色土層で ,し まり,粘性共に強い。床面はローム面を平坦に整形 し硬 く

しまっている。周溝は東壁下～北壁下～西壁下の一部にかけて巡る。柱穴はPl,P2,P3,

P4の 4本が確認された。カマ ドは段切 りによってほば完全に破壊されているが ,焼土が一部

残存する。

遺物 遺物は床面上から極 く僅か出土 したのみである。 1は灰釉陶器底部片である。高台は

三ケ月形を呈 し,大原 2号窯式と考えたい。高台部の輪郭は完存 し,底部外面がやや磨滅 して

おり,破損のし方も不自然なため,こ れが転用硯として使用された可能性もある。 2は 羽釜日

口縁部と思われる。

本址は羽釜の出土から編年 XⅡ 期以降 (975～ 1000年 頃以降)と思われる。

SB0 7(第21,23図 ,図版 2-4。 9)

遺構 R o S14・ 15グ リッドに位置す る。 SB0 6同 様 ,水田造成時の段切りによって南 側

を破壊 され ,東側はSB06と 重複する。また床面 ,西壁部にはSK28,SK2 9,SK66等  の

上壊が重複する。平面形は隅丸方形を呈 し東西4.7m主軸方向はE2° Sを示す。覆土は次のと

おり。 1層 黒色土層一小礫を多く含み ,しまり,粘性共にあり。 2層 黒褐色土層―ローム

粒子 ,ロ ームブロックを含み ,し まり,粘性共にあり。小礫を多く含む。 3層 黄褐色土層一

ローム粒子 ,ロ ームブロックを多 く含む。 4層 黒褐色土層― ロームブロックを非常に多 く含

む。粘性はあるがしまりなし。 5層 黄色土層―ロームブロック。 6層 黒色土層-4層 に近

い。床面は西側を除き平坦で硬 くしまっている。北壁にはSB0 1と 同じく巨石が露呈 し, 住

第20図 SB05 出土遺物 (1/4)

―- 16 -―
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第22図 SB06 出土遺物 (1/4)
Cln

第23図 SB07 出土遺物 (1/4)

居址の北側を制限している。周溝は東壁下の一部から北壁下の一部にかけて巡り,巨石脇では

SB0 1と 同じ状況がみられた。ピットは 5本あるが ,主柱穴と断定できるものはない。床 面

には数基の土装が検出されたが ,そのうちセクションにみられるSK66は 明 らかに後世のも の

である。カマ ドはSB0 6に よって上部構造を破壊され ,構築材が床面に散乱 していた。カ マ

ド部の層序は次のとおり。 1層 黒褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロックをやや多 く混入す

る。焼土粒子も少量含まれる。しまり,粘性共にあり。 2層 茶褐色土層― ローム粒子 ,ロ ー

ムブロックを多 く含み ,しまり,粘性共にあり。炭化物 ,焼土を含む。 3層 暗褐色土層一粒

子は細か く硬 くしまっている。 4層 黄色土層一被熱したローム。 5層 焼土層。 6層 暗茶

褐色土層―黒色粒子を多 く含み ,し まり弱いが粘性あり。

遺物 土師器がカマ ドを中心として少量出土 した。 1は 内面黒色土師器郭である。2～ 9は

土師器甕で ,2,3は やや小形の甕である。 8は内面にタール状の付着物 (黒色処理によるも

のか)の ある甕底部片である。 9は ロクロ調整された甕底部片であり,底部には糸切 り痕がみ

られる。10は鉄製紡錘草片で ,直径約5,Ocmを測る。

- 18 -
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本址は,内面黒色土師器郭の共伴と,土師器甕口縁部形態か ら10世紀前半におさえて大過あ

るまい。

SB0 8(第24図 ,図版 1-5)

遺構 BoC6グ リッドに位置 し,SB0 3の 南側に竜複する。畑地造成時の段切 りによ っ

て本址南側の大半を失っており,遺存状態は良好ではない。平面形は隅丸ィ方形と思われ ,東西

4.7mを沢1る 。覆土は次のとおり。 1層 黒褐色土層―小礫 ,ス コリアを少量含み , しまり強 く

粘性あり。 2層 茶褐色土層―ローム粒子 ,ロ ーム塊を多く含み ,し まり、粘性共にあり。 3

層 黄褐色土層―ロームと2層の混合土。床面は軟弱で ,巨石が数個露出している。周溝 ,柱

穴共にな し。床面 上には,北西コーナーで焼土が床か らやや浮いて堆積 しているのが検出され

たが ,カ マ ド等の施設はない。

遺物 前述のとおり,本址に伴う遺物は全 くない。

SB0 9(第 25,26図
,

∞
寸
∞

。
∞
∞

引図版 2-5・ 6,9)

遺構 P13・ 14グ リッドに

位置する。調査地区外にかかっ

て検出され ,ま た北壁及び東

壁部に上壊が竜複 しているた

め全容は明らかではない。平
上

面形は隅丸̀方形を呈 し,南北

145

第25区I SB09,SK33,SK36(1/60 )
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第26図  SB09 出土遺 物
9     n           10cm

しまり,粘性あり。 2層 黒褐色土層―ロームブロック,ロ ーム粒子を全体的に含み ,し まり ,

粘性共に強い。 3層 黄褐色土層―ロームブロック,ロ ーム粒子を非常に多 く含み ,粘性 ,し

まり共に強い。張り床と思われる。 4層 茶褐色土層―ロームブロック,ロ ーム粒子を多 く含

み ,粘性 ,し まり共に強い。炭化物が少量含まれる。鉄分が酸化 し赤味がかっている。セクショ

ンにょり,本址はSK35,SK36よ り新 しい。掘 り方面は ,粘性をもったローム面に小石が 数

多 く露出 しており,平坦ではない。周溝は東壁下の一部か ら北壁下にかけて巡る。ピットは 3

本程検出されたが ,主柱穴は不明である。カマ ドは上部構造がほぼ完全に消失 しているが ,僅

かに焼土が東壁の南寄 り,東南コーナー付近に確認された。

遺物 覆土中から,散乱 したカマ ドの石と共に少量の遺物が検出された。 1は 甲斐型土師器

界で ,底径/口径比は38%である。 2は灰釉陶器で ,大原 2号窯式に比定される筑である。内

面及び口縁部外面に,漬けがけによる釉薬がみられる。 3～ 6は土師器甕である。 3,4は 小

型の甕で ,特に 3は堆定回径約 8cmと 極小である。 7は土師器羽釜口縁部である。

本址は ,甲斐型郭 ,甕の口縁部形態及び羽釜の伴出か ら,編年 XⅢ 期 (975～ 1000年頃)の

所産と思われる。

SB1 0(第 27,28図 ,図版 2-7,9)

遺構 U・ V18グ リッドに位置する。南側を SK6 4に 切 られているものの遺存状況は良 好

である。平面形は隅丸」方形を呈 し,東西40m× 南北3.5m,主軸方向はEl° Nを示す。本址及

びSK6 4の層序は次のとおり。 1層 黒褐色土層―小礫 (径0.5～ 2 0cm),ロ ーム粒子 を

多量に含み ,し まり,粘性は共に弱い。 2層 黄褐色土層― ローム塊 ,ロ ーム粒子 ,小礫を多

く合み , しまり,粘性共にあり。 3層 暗褐色土層―小礫 ,ロ ーム粒子を多く合み ,粘性はあ

るが しまりは弱い。 4層 暗黒色土層―小礫を多 く含む。炭化物 ,ス コリアも含む。しまり,

粘性共にあり。 5層 黒褐色土層―小礫 ,炭化物 ,ス コリアを多 く含み,しまり,粘性共にあ

り。遺物包含層である。 6層 暗褐色土層-2層 に近い。焼土粒子を部分的に多 く合む。 しま

り,粘性共にあり。 7層 暗褐色土層―ロームブロックを多 く合み,2層に近い。 8層 黄色

―- 20 -―
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第27図 SB10,SK63,SK64(1/60)

土層―壁体の崩土。床面は全体的に硬 くしまっている。周溝は東壁下北寄り～北壁下～西壁下

北寄 りと,南壁下にみられる。周溝中には11個程の小孔が検出されたが ,そ の間隔は一定 して

いない。ピットは10本程検出されたが ,そ のうち西南コーナーにみられるピットは主柱穴と考

えられる。カマ ドは東壁中央部に位置 し,天丼部は欠 くが ,袖石 ,支脚石は遺存する。カマ ド

部の層序は次のとおり。 1層 黒褐色土層―炭化物 ,焼土ブロックを非常に多 く含み ,粘性は

ないがしまりあり。 2層 茶褐色土層―焼土粒子 ,ロ ームブロックを非常に多 く合み , しまり,

粘性共にあり。 3層 黒褐色土層―ローム粒子を含み ,し まり,粘性共に強い。 4層 暗黄褐

色土層―ローム中に黒褐色土を混入 し,し まり,粘性共に強い。 5層 明黄色土層―ロームが

被熱 している。カマ ド下部には径1.2m× 1.2mの掘り込みがあり,カ マ ド構築時の施設と考えら

れる。尚本址上層から中世の遺物が多く検出されたが ,遺構は確認できなかった。

遺物 本址からは,カ マ ドを中心として少量の遺物が出土 した。 1～ 4は土師器 lThで あり ,

中で も2～ 4は 甲斐型界の特徴をもつ。 4は底部/口径比31%を示 し,外面に底部を下にして

墨書文字「春」が一文字書かれ ,内面には黒色処理が施されている。 5～ 8は土師器甕口縁部

-21-



蝉 11

性=車士==卦
m~ |

第28図 SB10 出土遺物 (1/4)

片で,5はやや小型の甕であり,8は小形の甕である。10は須恵器大甕の胴部片であり,外面

に叩き目痕がみられる。 9は灰釉陶器片で ,内外面に刷毛塗 りによる釉薬がかけられており ,

光ケ丘 1号窯式に比定される功であろう。11は鉄製刀子片で ,断面三角形を呈 し,先端が折れ

て後方と錆びついている。推定の長さ 8 5cm,巾 0.8cmを 測る。

本址は以 上の出土遺物から,編年� 期 (975～ 1000年頃)に比定されよう。

2 掘 立柱建物址 (SB■ ～ S B20)と そ の遺物

sBl l(第29図 ,図版 2-8)

遺構 T・ U17・ 18グ リッドに位置する。東西3.Om× 南北 2.20m,2間 ×2間の祈1立柱建 物

址であり,主軸方向はN8° Wを 示す。柱穴は 8本検出された。その間隔は,Pl― P2間

1lm,P2-P3間  1.lm,P3-P4問  1_3m,P4-P5間  1.8m,P5-P6間  0,9m,

P6-P7間  15m,P7-P8間  1.7m,P8-Pl間  1.3m と一定 していない。西側を

SB2 0と 重複するが本址とSB2 0を 合わせて一棟と考えることも可能である 。

遺物 P7よ り内面黒色上師器杯片が出土 した。

SB1 2(第 29,39図 ,図版 2-8)

遺構 T18グ リッドに位置する。東西3.Om× 南】堕 Om,2間 ×3間の掘立柱建物址であり ,

主軸方向はN6° Wを示す。柱穴は10本検出された。その間隔は ,P15-P16間 1_7m,P16-

P17間  0.9m,P17-P18間  17m,P18-P19FFIB 1 7m,P19-P20間  17m,P20-P21贈 I

14m,P21-P22間  13m,P22-P23間  1.4m,P23-P24間 13m,P24-P15間  1.7mと 一

定規則に基づいて配置されていることが推測される。北東側をSB20と 重複する。

―- 22 -
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遺物 本址内のピット (P25)中 より元豊通宝 1枚 (第39図 16)が出上 した。本址に直接 関

わるものかどうかは不明である。

SB1 3(第 30図 1図版 3-1)

遺構 S18・ 19グ リッドに位置する。東西1.6m× 南北3.7m,1間 ×2間の掘立柱建物址で あ

り,主軸方向はN8° Wを示す。ピットは 7本検出されたが ,本址の柱穴は 6本であろう。そ

の間隔は,Pl― P2間  1.7m,P2-P3間  2.2m,P3-P4間  1.8m,P4-P5間

2.2m,P5-P6間  1.7m,P6-Pl間  1.8mである。P3,P4で は木柱痕が確認された

が ,こ のうちP3の層序は次のとおり。 1層 黄褐色土層―ローム塊 ,小礫を多量に含み ,し

まり,粘性共になし。 2層 黄褐色土層-1層 に近いが ,ロ ーム粒子 ,小礫がやや少なく,し

まりあるが粘性は弱い。礫が混入する。 3層 黒褐色土層―ノよヽ礫を多 く含む ,やや粒子の細か

い土。スコリアも含まれる。 4層 茶褐色土層―ローム粒子 ,ス コリア,小礫が多く含まれ ,

粘性 ,し まり共に強い。尚 ,遺構確認面は 4層上面である。

A′ 885043  -堅 D′ 885048
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遺物 本址に伴 う遺物はない。

SB1 4(第 30図 ,図版 3-1)

遺構 R18・ 19グ リッドに位置する。東西3.6m× 南北3.5m,2間 ×2間の掘立柱建物址で あ

り,主軸方向はN2° Wを示す。柱穴は 8本検出された。その間隔は,P7-P8間  1.3m,

P8-P9間 1.8m,P9-P10間  2.2m,P10-Pll間  2.2m,Pll― P12間 1.7m,P12 -

P13間  2.Om,P13-P14間  1.8m,P14-P7間  1.6mである。

遺物 本址に伴う遺物はない。

sB1 5(第 31図 ,図版 3-2)

遺構 P・ Q17・ 18グ リッドに位置する。東西4.9m× 南北3.6m,3間 ×2間の掘立柱建物 址

であり,主軸方向はN6° Wを示す。ピットは20本余 り検出されたが ,本址の柱穴は10本であ

ろう。その間隔は,Pl―P2間  1.5m,P2-P3間  2.2m,P3-P4間  1.3m,P4-

P5間 2.3m,P5-P6間  1.5m,P6-P7間  1.8m,P7-P8間  2.lm,P8-P9

間 1.7m,P9-P10間 2.Om,P10-Pl間  1.3mである。本址にはSK4 9,SK5 3 が
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重複 しているが ,その新旧関係は不明である。

遺物 本址に直接伴 う遺物はない。

SB1 6(第 32図 ,図版 3-3)

遺構 QoR・ S13・ 14に 位 置 す る 。東西7.Om× 南北5.5m,4間 ×2間の掘立柱 建

物址で ,主軸方向はNを示す。ピットは本址及び周辺か ら40本近 く検出されたが ,主柱穴は12

本程であろう。その間隔は,Pl―P2間 2.5m,P2-P3間  2.7m,P3-P4間  3.5m〕

P4-P5間  1.3m,P5-P6間  1.5m,P6-P7間  2.2m,P7-P8間  3.5m,P8-

P9間 2.3m,P9-P10間  1.5m,P10-Pll間 1.8m,Pll― P12間  1.5m,P12-P l

間 2.4m,で ある。本址には土装が 6基 (SK25, SK2 6,SK27,SK31,SK3 2,SK

33)重複するが ,そのうちSK25,SK2 6は 柱穴と考えたい 。

遺物 SB1 6付近か ら土師質土器片 ,内耳土器片 ,常滑大甕片 (第49図 8)が出土 しており ,

中世の所産 と考えられる。

SB17(第 19図 ,図版 3-4)

遺構 本址はR・ S10グ リッドに位置する。東西3.Om× 南北3.9m,2間 ×2間の総柱の掘 立

柱建物址で ,主軸方向はN12° Eを示す。ピットは10本余 り検出されたが ,東側半分 は SB

05と重複するため本址に確実に伴 う柱穴は 9本であるう。柱穴の間隔は,Pl―P2間 1.5m,

A′ 887833
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P2-P3間  1.5m,P3-P4間  1.9m,P4-P5間  1.9m,P5-P6間  1.5m,P6-

P7間  1.5m,P7-P8間  1.5m,P8-Pl間  2.4m,と ほぼ一定間隔を保つ。Pl,P

2,P8,P9の 内側にはSK05を含み ,本址と切り離 して考えることはできない 。

遺物 本址に伴 う遺物はない。

SB1 3(第 33図 ,図版 3-5)

遺構 D9グ リッドに位置する。東西3.3m× 南北2.5m,2間 ×2間の掘立柱建物址で ,主軸

方向はNを示す。柱穴は10本検出された。その間隔は,Pl― P2間  1.Om,P2-P3間

1.5m,P3-P4間  1.5m,P4-P5間  1.8m,P5-P6間  1.5m,P6-P7間  1.Om,

P7-P8間  1.6m,P8-Pl間  1.7mである。P3内 には ,平板状の石が平坦面を上に向

けて埋設 してあり,P3に伴 う礎石と考えられる。

遺物 本址に伴 う遺物はない。

SB1 9(第 34,35図 ,図版 3-6)

遺構 S17グ リッドに位置する。東西2.Om× 南北2.5m,主軸方向はN6° Wを示す。 1聞

×2間の掘立柱建物址で ,SK44を 内部に含むが本址と一体をなす可能性が強い。柱穴は 6本

検出された。その間隔は,Pl― P2問  1。 lm,P2-P3間  1.4m,P3-P4間  2.0甲 ,

P4-P5間  1,3m,P5-P6間  1.6m,P6-Pl間  2.Omで ある。

遺物 P6中から土師質土器片 (第 35図 )が出上 しているが ,SK44か らは土師器甕片が 出

土 しており,本址の時期は判然としない。

SB2 0(第 29図 ,図版 2-8)

遺構 T17・ 18グ リッドに位置する。東西3.lm× 南北2.Om,2間 ×1間の掘立柱建物址で ,

主軸方向はN6° Wを示す。柱穴は 8本検出された。その間隔は,P9-P10間  1.5m,P10-

∞    Pll間  1.6m,Pll― P12間
o    /o                        =      _ _   _ _ _ ^― い   ^

選     2.O Jrn, P12-P13間  1.6m,

14間 1.5m,P14-

2.Omで あり,ほば一

蝙をもつ。本址は東側

11と ,南西側 で S

甲
第34図 SB19,SK44,SK50(1/60)    第35図 SB19土 師質土器 (1/4)
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土墳 (S K01～ S K66)と そ の遺物

SK0 1(第40図 )

遺構 C2グ リッドに位置する。平面形は卵形を呈 し,径2.4m× 1.7m,深 さ30 cmを 測る 。

遺物 覆土中より縄文時代中期末と思われる土器片 1片が出土 している。

SK0 2(第 40図 ,図版 3-7・ 8)

遺構 R9グ リッドに位置する地下式壊である。覆土は次のとおり。1層 暗黄色土層―ロー ム

中に径 0.5cm程の小礫 ,黒色土を多く合み,しまり,粘性強い。 2層 黒褐色土層―黒色土中

にローム粒子が多 く混入し,し まり,粘性共になし。 3層 黒色土層一天丼部の黒色上の崩落

によるもの。 4層 黄色土層―ローム中に径 0.5cm程の小礫 ,地山の岩盤塊を多 く含み ,し ま

りなく粘性あり。 5層 暗黄色土層―ローム中に黒色粒子を多 く含む。 4層よりも小礫が多 く,

しまりなし。 6層 黒褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロックを多 く含み,し まりなく粘性が

ある。 7層 黄色土層―ローム層。 8層 黒色土層―混入物の少ない黒色上で ,粘性は強 く,

しまりなし。 9層 茶褐色土層-10層 の漸移層。ローム粒子を多 く含んだ黒色上で ,粘性 ,し

まり共になし。10層 暗黄色土層一黒色土が均質に混入したP― ム層で ,しまり,粘性共にあ

り。この中で 1層の堆積は不自然で ,人為的行為によるものと思われる。竪壊部は径 1.Om×

1.Om,深さ1.2mを測り,地下室との間に約25 cmの レベル差をもつ。地下室はローム質の岩盤層

に形成され ,竪壊に対 して長軸が横に接続する。その平面形は1.9m× 1.2mの隅丸長方形を呈し,

主軸方向はE32° Nを示す。床面は平坦でなく,南西壁下はピット状に窪む 。

遺物 遺物は流れ込みによる縄文前期土器片 1片以外はない。

SK0 3(第 40図 ,図版 4-1・ 2)

遺構 T10グ リッドに位置する地下式竣である。遺構の層序は次のとおり。 1層 黒色土層 一

ローム粒子をやや多 く含み ,粘性はあるが ,し まりなし。 2層 茶褐色土層―黒色土とローム

の混合土で,径 2cm程の小礫を多く含み ,し まり,粘性共にあり。 3層 黄色土層―ローム層。

地下室天丼部の崩落 したものである。 4層 黒色土層一小礫 ,ロ ームブロックを少量含み ,し

まりなく粘性強い。 5層 黒褐色土層一小礫等を含む。 6層 黒色土層-4層 とほぼ同じ。 7

層―暗黄褐色土層―ロームブロックと黒色上の混合上で ,し まりなく粘性あり。 8層 茶褐色

土層―粘土質のブロックで非常に硬い。 9層 黒色土層―ローム粒子量がやや多 く,し まりな

く粘性あり。10層 黄色土層-3層 とほぼ同じローム層である。11層 黒負十層―ロームブロッ

クを多く含み,4層とほぼ同じ。竪壊部は径1.Om× 1.lm,深 さ1.2mを測り,地下室との間に約

10 cmの レベル差をもつ。竪壊部中位と地下室入口部には巨石が 2個流れ込んでいるが ,人為的

か否かは即断できないものの ,地下室の閉塞石の可含留l■が強い。地下室は1.lm× 1.3mの隅丸方

形を呈 し,主軸方向はN44° Wを示す。床面から天丼部までの高さは現状では約90 cmを測る。

室内はほば完全に土砂の流れ込みによって埋没する。床面はほぼ平 らである。
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遺物 遺物はない。

SK04(第 40図 )

遺構 R10グ リッドに位置し,径0.8m× 0.8m,深 さ42 cmの 円形を呈す。覆土は, 1層 黒 色

土層―小礫 (径0.5～ 1.Ocm)を多 く合み,し まりはあるが粘性は弱い。 2層 黒褐色土層一

小礫 ,ロ ーム粒子を含み ,し まり,粘性あり。

遺物 遺物はない。

SK0 5(第 19図 ,図版 3-4)

遺構 R10グ リッドに位置 し,SB0 5,SB17と 重複 して検出された。覆土は次のと お り。

1層 暗茶褐色土層―粒子の細かい黒色土。ローム粒子を少量含み ,し まり,粘性なし。 2層

黒褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロック (径 0.5～ 3om程),小礫 (径 0.5cm程)を多量に

含み,し まり,粘性なし。 3層 黒褐色土層  1層中にロームブロック (径 0.5～ 4cm程)を

多 く含んだ層。 しまりなし。 4層  SB0 5の床面に堆積 したローム層である。セクションで

はSB05と の覆上の切 り合いはみ られないが , 3層の堆積状況か らSK05の方が新 しいと思 わ

れる。平面形は1.7mXl.2m,深 さ45 cmの隅丸方形を呈 し,主軸方向はN6° Eを示す。

遺物 遺物はない。

SK0 6(第 40図 ,図版 4-6)

遺構 R9グ リッドに位置する地下式壊である。覆土は次のとおり。 1層 茶褐色土層―ロー

ム粒子 ,礫 (径 2～10 cm)を 多 く含み,し まりはあるが粘性はない。 2層 黒褐色土層―褐色

土塊 ,小礫を多く含み ,し まり強く粘性あり。 3層 黄褐色土層―ロームと黒色上の混合上で ,

小礫 ,礫を多 く含み ,しまり強 く粘性あり。 4層 黒褐色土層一黒色土中にロームが混入した

層で ,小礫が多 くしまりがないが粘性あり。 5層 黄色土層―壁体ロームの崩土。 6層 黒色

土層一小礫 ,炭化物が少量含まれ,しまり,粘性共に強い。 7層 暗茶褐色土層-1層 に近 く,

しまり,粘性共に強い。竪壊部の径は不明であるが,深 さは1.4mを測る。竪壊底面と地下室床

面は段差なく平 らに続 く。地下室は2.Om× 1.4mの隅丸ィ長方形を呈 し,主軸方向は E20° S,

SK0 2,03同 様 ,長軸が竪壊部に対 し横に接続する。天丼部は完全に崩落する。壁面には 不

明瞭ではあるが ,工具痕が確認された。

遺物 遺物は全 くない。

SK0 7(第 19,37図 ,図版 4-4・ 5)

遺構 Sllグ リッドに位置する。長軸2.Om× 短軸0,9mの長方形を呈 し,深さ45 cm,主軸方 向

はEl° Sを示す。覆土は, 1層  黒褐色土層―ロームブロック (径0.5～ 2.O cm)を 全体に

含み ,し まり弱 く粘性あり。 2層 茶褐色土層―ローム粒子を多 く含んだ黒色土で ,壁体と同

質である。床上20 cmか ら礫 (径25 cm)と 共に,完形の土師質土器が出土 した。本址は,そ の形

態から木棺を埋葬 した墓墳と思われ ,土師質土器は副葬品であろう。

遺物 出上 した土師質土器 (第37図2)は ,日径 7.7cmで内側にスス (?)が付着 しており ,
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灯明皿として使用されたと思われる。中世の所産である。

SK0 8 (第 38, 41図 , 図版 4--6-8 )

遺構 RoS9グ リッドに位置する。平面形態は地下式装と類似 し,1.8m× 1.lmの方形の掘

り込みであり,主軸方向はN3° Wを示す。覆土は, 1層  黄褐色土層―小礫 ,礫か らなる集

石を含み,し まり,粘性共になし。 2層 黒色土層―小礫を多く含み,粘性 ,し まり共に強い。

3層 黒色土層―小礫を少量含み ,し まりは強い。 1層 中の集石は,礫の数が総数約 570個
,

総重量約1783 kgを はかる。

遺物 集石の礫に混 じって石臼片 (第38図 1)が出土 した。打込み挽手形態の上臼 , 約

1/4の破片である。分画数は不明だが ,表面には副溝が 8溝みられる。また覆土中に土師質

土器片,内耳土器片が数片出土 しており,ま た 3層中からは底面から20 cm浮 いて鉄製品と思わ

れる遺物が 1点出土 した。土壊 ,集石共に中世の所産 と思われる。

SK0 9(第41図 )

遺構 Q7グ リッドに位置する。12m× 1.5mの不整円形を呈し,深 さは12 cmを測る。覆土は ,

1層 黒褐色土層―小礫 ,ロ ーム粒子を少量含み ,し まり,粘性共に弱い。

遺物 遺物はない。

SK1 0(第 19,41図 ,図版 5-1・ 2)

遺構 Sloグ リッドに位置 し, SB0 5, SKl lと 重複 している。本址 と sKl lの 覆

土は次のとおり。 1層 赤褐色土層一 SB0 5の カマ ド部のものと思われる焼土を含む。 2層

黒褐色土層一小礫 ,大石を含み ,し まりなく粘性あり。 3層 茶褐色土層―ローム粒子 ,小礫 ,

スコリア,黒色土ブロックを多 く含み ,し まりはあるが粘性は弱い。 4層 茶褐色土層―ロー

ムブロック (径0.5～ 2.Ocm),炭化物 ,ス コリア,黒色土ブロックを多く含み , しまりはあ

るが粘性は弱い。 5層 茶褐色土層-4層 に近いが ,4層よりもローム粒子の量が少なくしま

り強い。 6層 黄褐色土層―ロームと茶褐色土が混合 したもので ,ロ ーム粒子の量が多い。セ

クションの切り合いからSK 1 01まSKllよ りも新 しい。長軸2.Om× 短軸1.4mの 隅丸長方形 を

呈 し,深 さは35 cm,主軸方向はE6° Nを示す。床面にはピットが 1本検出された。

遺物 覆土中からSB0 5の土師器片と共に土師質土器片 ,内耳土器片が出土 しており, 中

世の所産と考えられる。

SKl l(第 19,41図 ,図版 5-1・ 2)

遺構 S10グ リッドに位置 し, SB 05,SK10と 重複する。覆 土 は SK 10を 参 照 。

SB0 5,SK1 0よ りも新 しい。長軸1.9m× 短軸1.5mの隅丸長方形を呈 し,深さ40 cm,主 軸

方向はE6´ Nを示す。

遺物 覆土中から外面にススの付着 した中世の甕口縁部が出上 している。

SK1 2(第41図 )

遺構 Q・ R8・ 9グ リッドに位置する。径1,7m× 1.5m,覆上には80～90 cm大の巨石 3個を
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含む礫が含まれ ,完掘は不可能であったが ,深さは約55 cmで あろう。

遺物 本址に伴う遺物はなく,水田造成に伴う近年の遺構とも考えられる。

SK13(第 39,40図 ,医版 4-1・ 2, 5-3。 4)

遺構 T10グ リッド,SK03脇 に位置する。1.Om× 1.2mの不整円形を呈 し,深さ40 cm,覆 土

中には20～40cmの石 8個による配石がある。覆土は,小礫を含みしまりがある茶褐色上である。

遺物 底面から5cm程浮いて ,中国銭 6枚 (第 39図 1～ 6,開元通宝 1,熙寧元年 1,元

豊通宝 1,紹聖元宝 1,永楽通宝 2)が 3枚づつ重なって出上 した。また覆土に混 じって手斧

による削り屑と思われる木片が 5片程検出された。本址は永楽通宝の出土から1408年以降の墓

壊であると思われる。

SK14(第 41図 )

遺構 C5グ リッドに位置し,1.Om× 0。 9m,深さ15 cmの隋円形を呈するc覆土は 1層 黒

褐色土層―炭化物を非常に多 く含み ,ロ ーム粒子 ,ロ ームブロックもみられる。 2層 黄褐色

土層―ローム粒子の多い層で ,し まり,粘性共に強い。

遺物 遺物はない。
・

SK15(第 41図 )

遺構 B4グ リッドに位置し,1.3m× 1.5m,深 さ5cmの不整円形を呈す。覆土は,ロ ーム粒

子 ,ロ ームブロック,焼土 ,炭化物を含む茶褐色土層で ,床面からやや浮いて狭い範囲で焼土

の堆積がみられた。

遺物 遺物はない。

SK16(第 41図 ,図版 5-5)

遺構 B10グ リッドに位置する。長軸1.3m× 短軸0.55m,深 さ50 cmの長楕円形を呈 し,主 軸

方向はE18° Nを示す。覆土は, 1層  黒色土層一縄文土器片を混入し,粘性 , しま り共に 弱

い。 2層 黒褐色土層―ローム粒子を含み ,粘性 ,し まり共に強い。 2層中には底面か ら約20

cm浮いて ,径約30 cmの 石 1個が検出された。

遺物 遺物には流れ込みと思われる縄文土器片があるが本址との関係は不明である。

SK19(第 41図 )

遺構 Blグ リッドに位置する。1.Om× 1.Omの不整円形を呈 し,深 さは約 7cmを測る。覆土

は, 1層 黒褐色土層一小礫 ,ロ ームブロックを少量含み ,し まりあるが粘性弱い。 2層 暗

黄褐色土層―ロームブロック,ロ ーム粒子を多く含み ,しまりあるが粘性弱い。床面は凹凸激

しく軟弱である。

遺物 遺物はない。

SK20(第 33図 )

遺構 D8グ リッド,SB18北側に位置する。 11× 0.8m,深 さ22 cmの不整長方形を呈す 。

覆土は, 1層 黒褐色土層―ロームブロック,小礫を少量合み ,し まりあるが粘 1/t弱 い。 2層
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暗黄褐色土層― ローム粒子 ,ロ ームブロックを多 く含む黒褐色土層。しまりあるが粘性弱い。

遺物 遺物はない。

SK21(第 41図 )

遺構 F10グ リッドに位置する。 110m× 0,8mの不整形を呈し,深さ20 cmを測る。覆土は ,

1層 黒褐色土層―ローム粒子 、ロームブロック,小礫を少量含み,し まり,粘性あり。 2層

黄褐色土層―小礫を少量含むローム。

遺物 遺物はない。

SK22(第 41図 )

遺構 E9グ リッドに位置し,1.6m× 0.8m,深 さ10 cmの不整形を呈す。覆土は, 1層  黒褐

色土層―小礫 ,ロ ーム粒子を含み ,し まり,粘性あり。 2層 黄褐色土層―ローム。底面には

数個の巨石が露出する。

遺物 遺物は 1層から平板状の石が出土 しており,台石として使用されたと思われるが ,そ

の時期は不明。

SK23(第 41図 )

遺構 F8グ リッドに位置し,1,lm× 0.9m,深さ25 cmの 楕円形を呈す。覆土は,ロ ーム塊を

多量に含み硬 くしまった砂質の褐色上で ,炭化物も多い。粘性は全くない。覆土中か らは割石

が多数出土 し,底面には割石を剥いだ巨石が露呈する。

遺物 遺物は全くない。

SK24(第 36,41図 ,図版 5-6,10-1)

遺構 C・ D9グ リッドに位置し,径2.Om× 1.8m,深 さ85 crnの 円形を呈す。覆土は粘性のあ

る黒色土が充満 し,底面から約45 cm程浮いて10～ 50 cm大 の石10個近くからなる集石が検出され

た。

遺物 覆土中から縄文時代中期末～後期中頃の土器片 (第36図 1～ 6)が数片出上 した。 1

は加曽利 EⅣ 式の深鉢形土器口縁部で ,口 縁付近に把手をもつと思われるが欠失 してお り ,

その形状は不明である。胴部には縄文を施 した区画があり,そ の区画外には赤色塗彩がみ られ

る。 2は堀ノ内式土器であり,5, 6は その同一個体と思われる。

SK25(第 32図 )

遺構 R14グ リッドに位置する。SB16と重複 し,そ の柱穴と考えられる。径1.Om× 1.Om,

深さ45 cmの不整円形を呈す。覆土は次のとおり。 1層 黒褐色土層―ローム粒子 ,刈 礫ヽ ,礫を

含み ,し まり,粘性あり。 2層 黒褐色土層― ローム粒子 ,ロ ームブロックを多 く含み , しま

り粘性あり。 3層 黄色土層―ローム。

遺物 遺物はない。

SK26(第 32図 )

遺構 S14グ リッドに位置する。SB16の ピットと重複 し,柱穴を含む土壊と考えられる 。
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1.2m× 1.6m,深さ40 cmの楕円形を呈す。覆土は, 1層 黒褐色土層―ロームブロック,ロ ーム

粒子小礫を少量含み ,し まり,粘性共にあり。 2層 黒褐色土層―ロームブロック,ロ ーム粒

子を多 く含む。 しまり弱 く,粘性あり。

遺物 遺物はない。

SK27(第 32図 )

遺構 SB13グ リッドに位置し,SB16と重複するが ,その柱穴 とも考えられる。 1.lm×

1.2m,深 さ55 cmの 円形を呈す。覆土は次のとおり。 1層 黒褐色土層―ローム粒子を全体に含

む。小礫 ,ス コリアを少量含み,し まり粘性共にあり。 2層 黒色土層―ロームブロック,珂ヽ

礫を少量合み ,しまり,粘性共にあり。 3層 黒褐色土層―ロームブロックの量多く,小礫 ,

スコリアを少量含み,し まり,粘性共に強い。 4層 黄色土層―壁体崩土のローム。

遺物 遺物はない。

SK28(第 21図 )

遺構 R15グ リッドに位置し,SB07の 西壁を切 って重複する。また東側は土壊に切 られる 。

1.lm× 0.6m,深 さ25 cmあ り,楕円形を呈す。覆土は, 1層 黒色土層―小礫 ,ロ ーム粒子を含

み ,し まり弱 く粘性あり。 2層 黄褐色土層―ローム中に黒色土ブロック,小礫を混入 し, し

まり粘性共にあり。

遺物 遺物はない。

SK29(第 21図 )

遺構 R15グ リッド,S酌 7内に位置する。1.Om× 13m,深 さ20cmの楕円形を呈す。覆土は ,

1層 黒色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロックを少量含み , しまり弱 く,粘性あり。 2層 茶

褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロックを多 く含み ,黒色土 も混入。しまり,粘性共にあり。

遺物 遺物はなく,SB07と の関係は不明 。

SK30(第 41図 )

遺構 T13グ リッドに位置し,1.5m× 1.4m,深 さ25 cmの 円形を呈す。覆土は,ロ ーム粒子 ,

ロームブロック,ス コリアを多 く含んだ黒色土層で ,しまり,粘性共に強い。

遺物 遺物はない。

SK31(第 32図 )

遺構 R13グ リッド,i SB16内 に位置 し,1.3m× 1.7m,深さ15 cmの隅丸長方形を呈す。覆 土

は, 1層  黒褐色土層―ロームブロックを多量に含み ,しまり,粘性共にあり。炭化物 ,ス コ

リア,礫を少量含む。 2層 黄褐色土層-1層 とロームの混合上で ,し まり弱い。 3層 黄色

土層―ローム。

遺物 遺物はなく,SB16と の関係は不明 。

SK32(第 32図 )

遺構 Q13グ リッドに位置し,SB16と 重複する。1.lm× 1,75m, 深さ18 cmの隅丸長方形 を
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呈 し,主軸方向はN6° Eを示す 。覆土は,ロ ームブロックを多 く含む黒褐色土層であり,底

面にはSB16の ピットがみられる。

遺物 遺物はない。

SK33(第42図 )

遺構 Q14グ リッドに位置し,SB16,SK40と 重複する。2.lm× 1.7m,深さ20 cmの 隅丸t長

方形を呈 し,主軸方向はE3° Nを示す。覆土は, 1層  黒褐色土層―ロームブロックをやや

多 く合み ,しまり,粘性共にあり。炭化物を少量含む。 2層 黄褐色土層―ローム粒子を多 く

含み ,し まり,粘性共にあり。

遺物 覆土中からは土師器甕片 ,須恵器郭片が出上 した。

SK34(第 42図 )

遺構 Q14グ リッドに位置 し,SK37(中世)の東壁を切る。1.6m× 1.lm,深さ35 cmの 楕 円

形を呈す。覆土は, 1層 黄褐色土層―ローム粒子 ,ロ ームブロックと黒色上の混合土で,刈ヽ

礫 ,炭化物を含み ,し まり,粘性あり。 2層 黄褐色土層―ローム質の褐色上で ,しまり,粘

性あり。埋め戻 しを伴 う土壊である。

遺物 遺物はない。

SK35(第 25図 ,図版 2-5)

遺構 P13グ リッドに位置し,SB09,SK36と 重複する。1.3m× 1.7m,深 さ10 cmの楕円 形

を呈す。覆土はSB09を 参照。セクションからSB09よ りは古いが ,SK37と の前後関係は 不

明。

遺物 遺物はない。

SK3 6(第 25図 ,図版 2-5)

遺構 P・ Q13グ リッドに位置 し,SB09,SK35と 重複する。1.9m× 1.2m,深 さ18 cmの 楕

円形を呈す。重複関係についてはSK35を参照 。

遺物 遺物はない。

SK3 7(第37,38,42図 ,図版 5-7)

遺構 Q14グ リッドに位置し,SK34,SK38と 重複する。2.2m× 1.2m,深 さ15 cmの 長楕 円

形を呈 し,主軸方向はN2° Eを示す。覆土は, 1層  黒褐色土層―ロームブロックを多 く含

み ,し まり,粘性共にあり。 2層 黄色土層―ロームを多量に含む。

遺物 底面と接 して石臼片 (第38図 2)が出土 した。 6分画 ,5～ 7溝をもつ ,打込み挽手

形態の上国の破片で ,中央から%に割れている。推定直径31 cm,赤 褐色の溶岩質である。覆土

中か らは土師質土器片 (第37図 3,4)が 出土 している。石臼と土師質土器による確実な年代

決定は難 しいが ,一応中世以降としておきたい。

SK3 8(第42図 ,図版 5-8)

遺構 Q14グ リッドに位置し,SK37と重複する。2.Om× 1.3m,深 さ25 cmの隅丸長方形を 呈
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し,主軸方向はE8° Sを示す。覆土は , 1層 黒褐色土層― ローム粒子 ,ロ ーム塊を含み ,

粘性はあるが しまり弱い。炭化物が含まれる。 2層 責褐色土層―ローム粒子を非常に多く含

み ,し まり,粘性共にあり。 3層 黄色土層― ローム。 1層 中にはコの字形に組んだ配石がみ

られ,その中央部には 5～ 20 cm大 の礫による集石がみ られた。

遺物 覆土中から土師質土器片が出上 した。本址はSB16に 伴 うなんらかの施設と考えたい 。

SK39(第 42図 )

遺構 Q14グ リッドに位置し,SK38と 重複する。1.Om× 0.8m,深さ25 cmの楕円形を呈す 。

覆土は 1層 黒色土層―ローム粒子 ,礫を少量合み ,し まり,粘性共にあり。 2層 黄褐色土

層―ローム粒子 ,ロ ーム塊を多く含み ,し まり,粘性あり。

遺物 遺物はない。

SK4 0(第 42図 )

遺構 Q13・ 14グ リッドに位置し,SK33と重複する。1.4m× 2.5m,深さ10 cmの隅丸長方 形

を呈 し,主軸方向はE3° Nを示す。

遺物 遺物はない。

SK41(第 29, 37図 )

遺構 T17グ リッドに位置し,2.Om× 1.4m,深 さ27 cmの 不整円形を呈す。覆土は, 1層  黒

色土層一小礫をやや多く含み ,ロ ームブロック,炭化物 も少量含まれる。 2層 黄褐色土層―

ロームを非常に多 く含む。底は硬 くしまっている。

遺物 覆土中から土師器甕片と共に土師質土器片 (第 37図 5)が出土 しており,中世の所産

と考えられる。

SK42(第 42図 )                                     
｀

遺構 R17・ 18グ リッドに位置し,SK43と重複する。4.Om× 2.Om,深さ30 cmの不整形を 呈

し,2基の上装からなると思われる。覆土は次のとおり。 1層 黒褐色土層―ローム粒子を含

み ,し まり粘性共にあり。炭化物を含む。 2層 黒褐色土層― ローム粒子 ,ロ ームブロック ,

小礫を多 く含み ,し まり,粘性共にあり。炭化物 ,ス コリアを含む。 3層 黄褐色土層―ロー

ムブロック,ロ ーム粒子を多く含み,し まり弱 く粘性あり。 4層 黄色土層―ロームブロック。

5層 暗褐色土層-2層 に近いが ,2層よりもローム量が少ない。

遺物 遺物はない。

SK43(第 42図 )

遺構 Q o R17・ 18グ リッドに位置し,SK42と重複する。4.2m× 1.7m,深 さ10 cmの不整 形

を呈 し,平面形から2基の上壊からなると思われる。覆土は, 1層  黒褐色土層―小礫 ,ロ ー

ムブロック,炭化物を多く含み ,し まり,粘性共にあり。 2層 黄色土層―ローム。 3層  暗

褐色土層―スコリア,炭化物を少量含み ,粘性 ,し まり共に強い。

遺物 遺物はない。
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SK44(第34,37図 ,図版 3-6)

遺構 S17グ リッド,SB19内 に位置する。長軸2.8m× 短軸1.6m,深 さ25 cmの 隅力`長方形 を

呈し,主軸方向はN6° Wを示す。覆土は, 1層 黒褐色土層―スコリア,炭化物 ,月 礫ヽ多 く,

しまり粘性共に強い。 2層 黄褐色土層― ロームを多 く含む。 3層 黄色土層―ローム。本址

はSB19に 関わる施設と思われる 。

遺物 遺物は土師器甕片 (第37図 1)が出上 している。

SK4 5(第43図 ,図版 6-1)

遺構 R o S17・ 18グ リッドに位置 し,SK46と重複する。1.7m× 1.3m,深 さ25 cmの 楕円 形

を呈す。覆土は 1層 黒色土層―ローム粒子を合み ,し まり弱 く粘性あり。スコリア ,炭化物

を少量含む。 2層 黒褐色土層-1層 に近いが ,ス コリア,炭化物は含まれない。 3層 黄褐

色土層―ロームと黒色上の混合上で ,し まり,粘性あり。

遺物 遺物は 1層中から土師質土器片 (第37図 6),内 耳土器片 (第37図 7)が出土 してい

る。SK46と の関係は不明 。

SK4 6(第 43図 ,図版 6-1)

遺構 R o S18グ リッドに位置 し,SK45と重複する。1.8m× 1.Om,深 さ30 cmの 楕円形を 呈

す。覆土は 1層 黒色土層―スコリア ,刑 礫ヽをやや多 く混入し,し まり,粘性共にあり。 1層

2層のブロックを多 く含む 1層 。 2層 黄褐色土層―ロームブロック。 3層 黄色土層一黒色

土を混入するローム。本址は埋め戻 しを伴 う土壊と思われる。

遺物 遺物は,内耳土器片と,中～近世の陶器片が出土 している。

SK47(第 43図 ,図版 6-1)

遺構 R・ S18グ リッドに位置 し,1.5m× 1.2m,深 さ25 cmの楕円形を呈す。覆土は , 1層

黒色土層一小礫 ,ロ ーム粒子を少量含み ,し まり弱く粘性あり。 2層 黒褐色土層―スコリア
,

ローム粒子を少量含み,粘性 , しまり共に強い。 3層 茶褐色土層―ローム粒子を全体的に含

み ,粘性 しまり共に強い。 4層 黄色土層―スコリア,黒色土を混入するロームで ,粘性 ,し

まり共にあり。

遺物 1層中から,内耳土器片が出土 している。

SK4 8 (第42図 )

遺構 Q o R18グ リッドに位置 し,1.6m× 1.5m,深 さ15cmの不整円形を呈す。覆土は,ロ ー

ムブロック,ロ ーム粒子 ,小礫を多 く含む黒色土層で ,し まり,粘性共にあり。

遺物 遺物はない。

SK49(第 31,37図 )

遺構 Q17グ リッドに位置し,SB15の ピットと重複する。1.4m× 1.4m,深 さ15 cmの円形 を

呈す。覆土は, 1層 黒色土層―ローム粒子 ,ロ ーム塊をやや多く含み ,小礫が混入する。 2

層 茶褐色土層一粒子が細かく,ス コリア,炭化物を少量含む。 3層 黄色土層― ローム塊。
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遺物 覆土中から内耳土器片 (第 37図 8)が出土 し,中世の所産と思われる。

SK50(第 34図 )

遺構 R o S16・ 17グ リッドに位置し,0.9m× 0.65m,深 さ20 cmの楕円形を呈す。覆土は ,

1層 黒褐色土層―スコリア,炭化物が多 く含まれ ,粘性 ,し まり共にあり。 2層 茶褐色土

層―ローム粒子 ,ロ ーム塊 ,ス コリアを含む。

遺物 遺物はない。

SK5 2(第 36,43図 )

遺構 Q・ R18グ リッドに位置し,2基の浅い円形の土壊と重複する。1.3m× 0,9m,深さ 55

cmの隅丸長方形を呈 し,主軸方向はN9° Wを示す。覆土は, 1層 黒褐色土層-2層 に近い

が,ロ ーム粒子,小礫がやや少ない。 2層 黒褐色土層―珂ヽ礫 (径 0.1～ 0.5cm),ロ ーム粒子 ,

ロームブロックを多く合み,し まり弱 く,粘性強い。 1層中には径50 cm程 の大石が 1個含まれ

る。

遺物 遺物は ,縄文中期末 (曽利V式)土器片 (第36図 7)と共に内面黒色土器郭片 ,土師

器甕片が出土 し,平安時代の所産 と思われる。

SK5 3(第31図 )

遺構 Q18グ リッド,SB15内 に位置する。0.8m× 08m,深 さ25 cmの円形を呈す。覆土は ,

1層 黒褐色土層―ノ
Jヽ礫 ,ス コリアを少量含み ,し まり強 く,粘性あり。 2層 茶褐色土層―

ローム粒子を少量含み ,し まり,粘性共に強い。 3層 黄褐色土層―ロームブロック。

遺物 遺物はない。

SK54(第 45図 ,図版 6-2)

遺構 N17グ リッドに位置し,1.Om× 0.9m,深 さ20 cmの 円形を呈す。覆土は, 1層 黒色 土

層―ローム粒子 ,ス コリア,小礫を少量含み ,し まり,粘性共にあり。 2層 黄褐色土層-1

層と地山の混合土で ,し まり,粘性共にあり。

遺物 遺物はない。            '

SK55(第 45図 ,図版 6-2)

遺構 M17グ リッドに位置し,SD01と重複する。0.7m× 09m,深 さ25 cmの楕円形を呈す 。

覆土は 1層 黒色土層―白色砂粒 ,ス コリア,小礫を少量含み ,粘性 ,し まり共にあり。 2層

黒褐色土層-1層 と3層の混合上で,ロ ームブロックをやや多く含み,し まり弱く,粘性強い。

3層 黄色土層―ローム塊。

遺物 遺物はない。SD01と の関係は不明である。

SK5 6(第 43図 ,図版 6-3)

遺構 M6・ 7グ リッドに位置する。1.Om× 0.5m,深 さ20 cmの隅丸1長方形を呈 し,主軸方向

はN19° Wを示す。覆土は, 1層 黒褐色土層―ローム粒子を全体的に含み ,非常に硬 くしま

る。炭化物が少量含まれる。 2層 茶褐色土層―ロームを多 く含み ,し まり,粘性共にあり。
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底面直上に径30 cm程の石がみられる。

遺物 遺物はない。

SK57(第43図 )

遺構 M7グ リッドに位置し,0.6m× 0.6m,深さ20 cmの 円形を呈す。

土層―ローム塊 ,ロ ーム粒子を多 く含み ,しまり,粘性共にあり。 2層

質で ,し まり,粘性共にあり。

遺物 遺物はない。

覆土は, 1層 黒褐色

黄褐色土層― ローム

第36図 土療出土 縄文土器 (1/3, 1～ 6は SK24, 71ま SK52 )

▽
7
＼

諏

繰 永

第37図 土壊出土 平安～中世の遺物 (1

SK41, 6,7は SK45, 8は SK49

11ま SK44, 21ま SK07, 3,4は SK37,///4,

)
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SK5 8(第 43図 )

遺構 M6・ 7グ リッドに位置し,0.6m× 1,Om,深さ30 cmの 不整形を呈す。覆土は,ロ ーム

粒子 ,月 礫ヽ (0.1～0.5cm)を多 く含む黒褐色土層で ,し まり,粘性共にあり。

遺物 遺物はない。

SK5 9(第 43図 )

遺構 L2グ リッド,SK58横に位置する。0.8m× 1.lm,深 さ15cmの不整形を呈す。覆土は ,

ローム粒子 ,ロ ームブロック,小礫を含む黒褐色土層で ,しまり,粘性共にあり。

遺物 遺物はない。

SK6 0(第43図 )

遺構 N2グ リッドに位置する。1.8m× 0.6m,深 さ15 cmの隅丸長方形を呈 し,主軸方向はN

17° Wを示す。覆土は,小礫 ,ロ ーム粒子を多 く含む黒褐色土層で ,し まり,粘性共に弱い。

遺物 遺物はない。

0                10cln
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0                                   5cm

第39図 遺構及び遺構外出土 中国銭 (1/1)
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の大石 4個の下から人骨が出上 した。大石は人骨の頭部 ,胸部 ,腹部の直上を被 っている。人

骨は北枕西向きの屈葬成人骨であり,頭位方向はN14° Wを示す。頭骨は前頭部が陥没 し, 後

頭部が欠失す る。風化が部分的に著 しく,全体的に脆弱であるが ,残存状況は比較的に良好

である。

遺物 右上腕骨上部から中国銭 3枚 (第39図皇宋通宝 1,熙寧元宝 1,永楽通宝 1)が重なっ

て出土 した。埋葬年代は,永楽通宝の鋳造年代から1408年 以降であることは確かである。

SK6 4(第27図 )

遺構 U・ V18・ 19グ リッドに位置 し,SB10と 重複する。1.7m× 1.2m)深 さ20 cmの隅丸 方

形を呈 し,主軸方向はN31° Wを示す。覆土はSB10を参照。セクションから本址はSB10よ

りも新 しい。

遺物 遺物はない。

SK6 5(第 39,43図 ,図版 6-8)

遺構 Q5・ 6グ リッドに位置する。1.4m× 1.lm,深 さ20 cmの楕円形を呈 し,人骨の頭骨片

を出土 した。頭位方向はN2° Eを示す。

遺物 底面直上からは中国銭が 6枚 (第39図嘉祐通宝 1,治平元宝 1,元豊通宝 2,聖宋元

宝 1,洪武通宝 1)が 3枚づつ重なって出土 した。本址は,決武通宝の出土から1368年以降の

六道銭を伴う墓壊である。

SK6 6(第 21図 ,図版 2-4)

遺構 R o S15グ リッド,SB07内 に位置する。1.9m× 1.7m,深 さ35 cmの 隅丸方形を呈 し ,

主軸方向はEを示す。覆土はSB07を 参照。セクションによって ,本址はSB07よ りも新 し い

ことがわかる。

遺物 覆土上層中から土師器甕片数片が出土

しており,平安時代の所産と思われる。

溝 状 遺 構 (S D01、 S D02)上 8弱 OЪ止

SD01(第 44図 )

遺構 P18グ リッド,SB15の西側に位置 す

る。全長5m,幅0.6～0.8m,深 さ30～50 cmを

測り,U字形を呈す。覆土は次のとおり。 1層

黒色土層―スコリア,ロ ーム粒子 ,小礫を多 く

混入する。しまり,粘性共に強い。 2層 茶褐

色土層―ローム粒子を多く含み ,粘性 ,しまり

共にあり。小礫をやや多 く含む。 3層 黒褐色 第44図 SD01(1/60)

―- 46 -―
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土層―スコリア ,白色砂粒

をやや多 く含み ,し まり ,

粘性共に非常に強い。

遺物 遺物はない。

SD02(第 45図 ,図 版

6-2)

遺構 M o N16,M17・

18に位置 し,SK55,他 1

基の上壊と重複する。全長

114m,幅 0.5～ 1.Om,深

さ12 cmを沢1り,北東から南

西へほぼ直線的に走る。覆

土は次のとおり。 1層 暗

茶褐色土層―ローム粒子 ,

スコリア等が混入し,粘性 ,

しまり共にあり。 2層 茶

褐色土層―小礫を混入 し,

粘性 , しまり共にあり。 3

層 黄褐色土層―礫を混入

するローム土。溝中には小

ピットが40本近 くみられる。

南端にはコの字状の石組が

み られるが ,人為的なもの

か否かは不明である。また

北端には,60～70cm大の石

2個 による配石がみられる。

これらの配石は溝址の機能

と強 く結びついた遺構であ

ろう。

遺物 遺物はない。

S K54

>(【
:g:参

|ヽヽ王毒妥峯≠

885343生  1  王

ヤ
2   3 引

埠

⑮

去冬・
8

D885343

///60 )第45図 SD02,SK54,SK55(1

5 遺構外 遺物

縄文土器 (第46,47図 ,図版 10)

木遺跡からは,遺構に直接伴わない縄度土器片が約244片出土 した。土器片は調査区全域から
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出土をみたが ,特

に集中した箇所は

ない。 1～ 6は縄

文時代前期末葉の

諸磯C式土器であ

る。 7～ 20は糸電文

時代中期の土器で
,

8は曽利Ⅱ式土器 ,

9,10は加曽利EⅢ 式土器 ,13は 曽利V式上器 ,16～ 19は断面三角形の微隆起が貼付 された加

曽利EⅣ 式土器である。21～ 28は縄文時代後期の土器で ,22は称名寺式土器 ,24は 堀ノ内式上

器 ,27,28は後期中葉以降の土器であろう。29は時期不明。30は縄文時代晩期 ,氷 正式 併 行

の鉢形土器で ,SB04の覆土中から出土 した 。

0                 10cm
rT_ 

「
ィ__引

第49図 遺構外出土 土師質土器 ,内耳土器 ,陶器 (1/4)

10

第47図 遺構外出土 縄文土器 (1/4)

雨
第48図 遺構外出土 平安時代の上師器 (1/4)

轍 3

磁 孔息ノ
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mロ
第50図 遺構外出土 石器 (1,2は 1/1, 3～ 5は 1/2)

平安時代の上師器

1～ 5は土師器郭である。 1は 内面に放射状の暗文をもつ甲斐型の上師器界で ,底径/回径

比は35%で ある。6,7は 土師器甕で ,6は刻みのない箆による削りが胴部外面にみられ ,他の該期

の甕と比べて異質である。 7は ロクロ調整が施されている甕で,平安時代以降の可能性がある。

中 。近世の土師質土器′内耳土器′陶器 (第49図 )

1～ 4は土師質土器である。 1は底径/□径比57%で ,内 面にススが付着 し,灯明皿 として

使用されたと思われる。 5～ 7は陶器類で ,5は天目茶椀 ,6は橋鉢で,共に美濃産であろう。

7,8は常滑の甕である。この他にも染付等 ,若子の陶器片が出土 している。 9～ 16は 内耳土

器である。

石器 (第50図 )

本遺跡からは,縄文時代から中・近世までの石器が数点出土 した。 1,2は縄文時代の黒曜

石製の石鏃である。 1,2と も0.5写以下で非常に軽量である。 3はSB10の カマ ドの構築石 に

混 じって出上 した縄文時代のものと思われる横刃形打製石器である。粘板岩系の石質で ,竜 さ

89g。 4,5は 中 。近世の砥石である。 4は砂岩系の石材を用いた中砥で ,3面 を砥石面とし

て利用している。重さ 99g。 5は粘板岩質の仕 Lげ砥で ,淡黄色を呈す。 1面のみを砥石面と

して利用 している。重さ32g。

中国銭 (第 39区 ,第 1表 )

本遺跡か らは,SK13,SK63,SK65,SB12以 外に,SB10付近を中心に 8枚 の 中 国 銭

が検出され、土娠出土品と合わせて計24枚を数える。このうち唐銭は開元通宝と乾元重宝の 2
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種 2枚 ,宋銭は景徳元宝 ,皇宋通宝 ,嘉祐通宝 ,治平元宝 ,熙寧元宝 ,元豊通宝 ,紹聖元宝 ,

聖宋元宝の 8種 15枚 ,明銭は洪武通宝 ,永楽通宝の 2種 7枚である。本遺跡は,寛永通宝等の

日本銭を含まないことに特徴があり,掘立柱建物址 ,墓壊を中心とする遺構群が ,戦国時代以

前の所産である可能性を示唆する。

東姥神B遺跡の調査によって ,縄文時代から中 ,近世までの多数の遺構群を明 らかにするこ

とができた。その中で ,こ の遺跡の主体をなすのは 8軒の竪穴住居址からなる平安時代の集落

址である。大泉村では既に昭和 54年以降 ,寺所遺跡 (31軒),城下遺跡 (25軒 ),原 田遺跡

(5軒),金生遺跡 (6軒),天神遺跡 (3軒),東原遺跡 (13軒 ),木の下 。大坪遺跡 (8

軒)の ,7遺跡から総計91軒の平安時代の竪穴住居址が検出されているが ,今回の東姥神B遺

跡の資料を加えるまでもなく,平安時代の竪穴住居址の軒数の多さに改めて驚かされる。一方 ,

奈良時代となると,村内では現在までに10数件の発掘調査が行われているのにもかかわ らず ,

遺構どころか , 1片の遺物すら発見されていない。また度重なる分布調査でも奈良時代の遺物

は確認されたことはない。この現象を我々はどのように捉えたらよいのだろうか。素直に受け

とめて解釈するならば,八ケ岳南麓のこの地に,人々は平安時代になって入植 したことになる。

勿論大泉村に,平安時代以前には人間が全 く住んでいなかった,と いうことではない。天神遺

跡 ,金生遺跡に代表されるように,縄文時代には継続 してこの地域に大規模な集落が営まれて

いたという事実がある。何 らかの理由で一時人々が去った後 ,再び平安時代に人々がや ってき

た。一体どのような社会的背景か ら,どんな直接的理由で ,そ して何処からどんな集団がこの

地へやって来たのだろうか。そしてこの地でどんな暮 しが営まれたのだろう。

この全ての疑間に対 して即答することは今のところできない。しかし,今回の調査の結果 ,

数々の疑間に対するひとつの手がかりを得ることができた。それは,SB05か ら出土 した「 安

曇」の墨書土器である。この文字が甲斐型の界に書かれていることで,甲斐国内の何処かで生

産されたこの製品が ,こ の東姥神の地に運ばれ使用されたことは明らかである。その文字が古

代の豪族 ,安曇氏の「安曇」であることか ら,東姥神と安曇氏との間に何 らかの関連があった

ことは想像に難 くない。推論を許されるならば,安曇氏に関わる集団が ,平安時代にこの地域

に移住 してきたのではないだろうか。

安曇氏は,筑前国糟屋郡阿曇郷より発祥 し,早 くより海人を支配 し,その航海技術で東方へ

その勢力を拡大 したといわれる。その結果 ,安曇 (長野県),渥美 (愛知県),安積 (福 島県)

等々,全国各地にその名を地名として残 している。その中でも,長野県の安曇は,古代の信濃

国におかれていた安曇郡の名残りで ,信濃国の北西部に位置し,地方に土着 した安曇氏の一大

勢力圏であった。一方東部の佐久地方と安曇氏との結びつきを述べる研究者もおり,佐久地方

に地理的に近いこの地域が ,佐久地方を通 して何らかの形で安曇郡と関わりをもっていたこと

めとまⅥ
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が容易に想像できる。

そこで地名として「安曇」をみた場合 ,大泉村内には,安曇はもとよりそれに近い地名を見

いだすことはできない。ところが ,隣接する高根町箕輪付近には「熱那」 (又は「阿都那」 )

があり,「安曇」を「阿都三」とも書 くことから,両者の間には深い関わりがありそうである。

以上の推論は,大泉村内だけで追求 しても到底結論づけられるものではなく,広 く長野県 ,

特に佐久地方との遺構 ,遺物の比較 ,検討が今後必要とされよう。

引用′参考文献

桂川七郎   1936「地方豪族の興起と荘園の発生」『山梨県総合郷土研究』 山梨県師範学

校 ,山梨県女子師範学校共編

後藤四郎ほか 1979「 安曇氏」「安曇郡」『国史大辞典 第 1巻』 吉川弘文館

山根弘人ほか 1981『 山梨県大泉村 御所遺跡 ―第 2次発掘調査報告書―』 山梨大学考古

学研究会

服部敬史ほか 1981「 南多摩古窯址群における須恵器編年再考」『神奈川考古 第12号』 神

奈川考古同大会

新津 健ほか 1982「大泉村東原遺跡」『山梨考古 第 7号』

田口昭二   1982「美濃窯の灰釉陶器 と緑釉陶器」『考古学 ジャーナル m211』

末木 健   1983「 山梨県下の墨書刻書土器」『甲斐路 血49』  山梨郷土研究会

坂本美夫ほか 1983『 神奈川考古 第14号 シンポジウム 奈良 。平安時代土器の諸問題

―相模国と周辺地域の様相―』 神奈川考古同大会

佐野勝広   1983『木の下 。大坪遺跡』 光洋電子工業株式会社 ,山梨県大泉村教育委員会

1984『 東姥神遺跡 県営圃場整備事業計画予定工区内発掘調査報告書』 大泉

村教育委員会

百瀬長秀   1984「羽状の沈線文をもつ土器の系統と展開」『長野県考古学会誌 49』  長

野県考古学会     ,
雨宮正樹   1984『 山梨県北巨摩郡高根町 東久保遺跡 県営圃場整備事業に伴 う埋蔵文化

財発掘調査報告書』 高根町教育委員会

第 1表  中 国 銭 一 覧 表

出土地点 銭貨名 時代

鋳造年代
備 考 山土地点 銭貨名 時代

鋳造年代
備  考

年 代 西暦 年 代 西暦

1 SK 13 開元通宝 暦 武徳 4年 元
=1通

宝 宋 元豊元年

2 熙寧元年 宋 熙寧元年 1068 聖宋元宝

3 元豊通宝 元豊元年 決武通宝 I明 決武元年 1368

4 紹聖元豊 紹聖元年 SB 12 元11通 宝 宋 元豊元年 1078 背而鋳型ずれ

永楽通宝 明 永楽 6年 1408 S1310上 層

7 SK 63 皇宋通宝 宋 宝元 2年 永楽通宝 明 永楽 6年

紹聖元宝 紹聖元年

永楽通宝 明 永楽 6年 1408 U18グ リッド 乾元重宝 唐 乾元 2年 758 背面に「代」

SK 65 嘉祐通宝 宋 嘉祐年間 1056 景徳元宝 宋 景徳年間 10C14

11 治平元宝 治平元年 背雨鋳型ずれ 皇宋通宝 宝元 2年

元豊通宝 元豊元年 表 採 洪武通宝 り, υt武元年
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第 2表  平 安 時 代 、 中 世 の 上 器 観 察 表

(法量は口径、底径、器高の順、一は計測不能、( )は 推定1に )

挿 図

番 号
番 号 器 種

法 量
Cm

成 。整 形 技 法 胎 上 鯨
％

備   考

9 1
土  師

高台付皿

３

７

９

２

５

２

底都 糸切 り後一部調整
付高台

内面 黒色処理
白 。黒色砂粒 51J

2
土  師

琢

12.0
4.7
3.8

底都 回転糸切 りのまま

内面 黒色処理
白・黒色砂粒 80

外面 2ヶ 所 に
「平」
モミ圧痕 lヶ 所

3
須  恵

郭

(13.8)
6.4
4.2

底部 回転糸切 りのまま 白・黒色砂粒 G59併行

4
土  師

郭

０

９

４

１

４

４

底都 糸切 り後ヘラ削 り

胴部外面%以下ヘラ削 り
白色砂粒少量 60

底部に「高」
内外面 スス(?)

付着

土  師
甕

(16.7)
ロ ク ロ成 形 白色砂粒

土  師
甕

(25.0) 口縁内外面 ロクロ調整
胴都外面 縦刷毛 目
内面 斜め刷毛 目

金雲母。自色砂粒
内面口縁～胴
都ススP)付着

7
土  師

甕
0.0) 吊勲内容

葉
寝刷毛目

底内面 ヘ ラ削 り

金雲母
白色砂粒

8
土  師

甕
(9,0)

望
Ｈラ

　
　
リ

ヘ
痕
削

縦
圧
ラ

頭

ヘ

面
指

外
　
面

部
面
内

胴
内
底

金雲母
白色砂粒

内面胴都スス

(?)付着

15 1
土  師

郭

14.0)
内・外面 黒色処理 白色砂粒 5

土  師
甕

(32.5) 月同吉Ьタト籐耳 鷺造用113日
内面 斜め刷毛目

金雲母
白・黒色砂粒

17 1
土  師

郭

(14.6)
白・黒色砂粒 10

土  師

郭

(13.0)
胴都外面%以下ヘラ削 り 白 。黒色砂粒 20

3
土  師

ナ不

２

４

４

底部 糸切 り後一部ヘ ラ

削 り
胴部外面斃以下ヘ ラ削 り

白色砂粒 70 暗褐色

4
土  師

皿

底吉b ヘラ削り

胴都外面%以下ヘラ削り
白色砂粒 80

内面ススP)付

灰  釉
高台付碗

０

５

１

６

８

５

灰釉刷毛塗 り 白色砂粒 40 光ヶ丘1号窯式

6
灰  釉
高台付皿

灰釉つけがけ 白色砂粒微量 llXl
大原 2号窯式

(古 )

7
土  師

甕

(27.5)
9。 4

底部木葉痕、内面刷毛 目
月同岩謳・ クトロ室縦昂可壬」目
内面斜め刷毛 日

白色砂粒少量 20
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図

号

挿

番
番 ケ 器  種

法 J蔵
Cl■

,,党  ・ 整 形 1支 |ユゃ ム
ロ |

残 存
l16 考

1
土

准

17.0
ri色 砂粒微量

2
土

ナ不

(10.8)
4.8
/L ∩

ラへ
文

り
下
暗

削
以
状

ラ
％
射

へ
面
放

外
部
部
而

底
胴
内

白色砂粒微量 底部に「安接」

土

甕

(25。 7)
月同吉Б 縦精|‖ 毛目

内F面  横刷毛日
金雲母

卜1色砂粒微量

土

斐
(82)

底部木葉痕 、内而 刷毛 H
月同吉|`ク ト面対進昂」毛 ロ
内面斜め帰1毛 日

金雲母

白黒色砂粒

土

甕

(27.2) 口縁部内・外面 刷毛 H
胴部外面縦 刷毛 目
よ、誦〒 鮭 R=「 日

白色粒子少量

1
1天    釉
高台付娩

7.0
llt都  回転糸切 り後すデ

調整
白色砂粒少量 転用硯の可能

′
14:あ り

2
肺

釜

土

羽

(22.4) 外面 斜め刷毛目

内面 横刷毛日

金雲丁サ

トI色砂粒

ユ
土

十不

(12.6)
内面 黒色処理 rJ色 砂粒

`′

土

甕

(21 0) 月同吉出クトlm 絲進吊lL目
内面 斜め刷毛 目

金雲|サ

白す(I色 砂粒

3
卦i

甕

(21.8) 月同都クト酌F ttI11毛 日
内両 すデ調整

金雲1サ

に1色砂粒
内酌ilJ縁～胴
部スス(?)イ 1ヽ‐若

4
ニヒ

甕
9.5

ラ

ロロ

ヘ
毛

而
刷

内
縦而ヽ

日

痕
外
千

葉
都
刷

木
胴
紺

都

市ヽ

底
り
内

白色砂粒

5
土

斐

(26.6) 月同吉БクトF「
「 符進析

“

IL日
内曲i 横刷毛日

金雲母

白色砂粒

内�ilJ縁～胴
部スス(?)イ

jヽ若

6
:ヒ

甕

(27.8) 胴都外而縦 刷毛日

内�F βlめ 刷毛 日
金雲!子

白色粒子
ll縁内外b「 ス
ス(?)イ 1ヽデξ

7
tt

甕

(33.0) 月同士Бクト「ni  li‖ 毛 Fl

内FFi l旨 ヴ〔た|:痕 、すデ調整
金雲イ↓
白・黒色粒イ

8
i

甕
(82)

月同吉|`クト「「i 鷺進hillと 日
内�

「 斜め‖1毛 日
金雲イ↓
|′ 卜 黒色砂粒

内而炭化物何

若

9
:土

甕
(7.6)

ロクロ成形、llRiイ ∫糸切 り
のまま

′
十色砂粒

1
:ヒ

:イミ

(14.4)
(5.5)

底¬; ヘラ削り
胴都外強i%以 ドヘラ削り

'ぐ

Fイ lf  I‖ 亀 Xrtt TIII

白色砂粒

9
1火   孝曲

li台 イヽ十ナ先

(15.6)
71
47

底部 回転糸L/Jり 後―

すデ調整、灰釉つけカ

部

け
|.I色 砂粒微ユ

大尻(2 ry窯式
(「イ )

3
上  川i

小 ユi!甕

(7.9)
月同¬

`ク

トihi 新にIttli七 日
金雲 |↓
′
1色砂粒

4
|

甕

(12,3) 胴詢
`外

敵
「 縦 弔1毛 出

内ihi すデ〕司r准

企雲‖↓

|′ I色砂粒
内クトihiス スイヽ}
,午

甕

!十二 (182) 月同吉|`クトiれ F  新たII‖ t Fl

内融i 横 情1毛 日
企雲 |サ

「 1色粒子

クトV百用同キ|∫
スス

P/寸若
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挿 図

番 号
番 号 器  種

法 量
Cm

成 ・ 整 形 技 法 ム
ロ iヒ

残 存

% 備   考

6
土  師

甕

(30.0) 月同吉Бクト「れi 縦 刷毛目

内面 横刷毛日

金雲|サ

トI・ 黒色砂粒

7
‐１ｌｉ
釜

土

羽

(24.5) 月同吉出クト商  維 刷毛目

内面 積刷毛目
金雲母

白色砂粒

l
土  師

士不

(12.5)
内・クト商田縁都 黒色処理 「J色砂粒少量

2
土

ナ不

(12.9)
白色砂粒微量

土  師
士不

(11.3)
月同吉F r、 ラ肖1り 白色砂粒

4
土  師

郭

底都 糸切り後底部ヘラ削り

月同吉bクト�l %分 ラヽ肖1り

内面 黒

'処
J星

白色砂粒
スコ リア

月同吉Бクト面「春 J

5
土  師

甕

(20.7) 月同吉|`クト面  縦帰II毛 日

内面 横刷毛目

金雲母

白色砂粒

6
土  師

甕

(26 7)
胴部内面 斜め刷毛 目

金雲母

白色砂粒

7
土  師

甕

(26.8) 月同吉|`クトin 縦刷毛目

内面 すデ調整 粒
母
砂

雲
色

金
白

8
土  冊i

甕

(14.7) 月同吉:クトlfR tt F11毛 日

内而 横刷毛 目

金雲母

白色砂粒

9
)天   キ由

碗

(15.4)
灰釉刷毛全 り

1

土  師
甕

(181) 月同吉Бクト面  縦刷1:目

内蘭 横刷毛目

金雲母
白色砂粒

Z
土 師 質

皿
回転糸切 りのまま

釜去 lN」 、
色砂粒、
ア微量

崇
リ

●
　
コ

日

ス
内面 スス(?)
付着

土 師 質
皿

(6.8) 回転糸切 りのまま
母
粒
量

雲
砂
微

金
色
ア

「ゴ・ 崇冬
ス コ リ

4
土 師 質

皿
(7.4) 回転糸切 りのまま

包去再、日・栞
色砂粒、スコリ
ア微量

土 卜]子 質
皿

(11

(7

(2

回転糸切 りのまま
釜去 IN」 f、 日・拝
色砂粒、スコリ
ア微量

40
内面 スス(?)
付着

6
土 師 質

皿

(26.5)
回転糸切 りのまま

白色砂粒

イf英粒子少量

須恵質に近七

焼成

7 内耳土器
(26.5)

ロ ク ロ整 形 白色砂粒 外 面 ス ス 付 着

8 内耳土器 ロクロ整ア「♭
ド1・ 果色砂粒
スコリア、r―H英

外両 ススlNl‐ 着

1
土  山「

l不

(11.3)
4.0
3.8

ラヘ下
文

り
以
暗

削
％
状

ラ
　
射

へ
面
放

外
部
部
面

底
胴
内

白色砂粒

2
土  師

郭
6.5

炭都 回転糸切 りのまま

内両 黒色処理
黒雲母

白・黒色砂粒
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挿 図

番 号
番 号 器 種

法 量
cal

成 ・ 整 形 技 法 ム
ロ 土 鉾

％
備   考

土  師
lTh

(10.2)
内面 黒色処理

黒雲母
白・黒色砂粒

土  師
士不

(13.3)
内面 黒色処理

スコリア、黒色

砂粒微量

土  師
郭

(6.2)
底都 回転糸切 りのまま

内面 黒色処理
黒雲母

白色砂粒

6
土  師

甕

(28.5) 外面 ヘラ削 り

内面 ナデ調整

金雲母、

白色砂粒

土  師
甕

(24.8)
ロク ロ調 整

金雲母、 スコリ
ア、白・黒色砂
対微畳

1
土 師 質

皿

(15.5)
(8.9)
2.6

底都 回転糸切 りのまま
金雲母、

自色砂粒微量

2
土 師 質

皿
(7.6) 底部 静止糸切 りのまま

白・ 黒色砂粒
スコリア

3
土 師 質

皿
(6.6) 底部 回転糸切 りのまま

金雲母、

白色砂粒

4
土 師 質

皿
(7.5) 底都 回転糸切 りのまま

白色砂粒、スコ

リア微量

5 天 目茶碗 鉄釉十天 目釉

6
∩

鉢
濃美

悟
鉄  釉 自色砂粒

7
常  滑

密

(11.0)
白色砂粒

8
滑
甕

常
大

白色砂粒 内面漆(?)付着

9 内耳土器
(32.5)

ロクロヨ司≧警 自・黒色砂粒

10 内耳土器
(27.5)

ロクロ司阿こ蓄
白色砂粒、スコ

リア

内耳土器 胴部内外面 ナデ調整 白・黒色砂粒 外面スス付着

内耳土器 ロク ロ司町Z警 白・黒色砂粒 外面 スス付着

内耳土器 ロク ロヨ司至薔 白・黒色砂粒

内耳土器 白・黒色砂粒

内耳土器

内耳土器 (23.3) ロ ク ロヨ司奎占 白・黒色砂粒
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図 版 1

SB01(南から)

SB01鉄滓出土状況 (西南コーナー)

SB03, SBo3(西から)

2 SB01遺 物出土状況 (東から )

4 SB02(南か ら )

6  SB03カ マ ド

SB04(西か ら) 8 SB04カ マ ド付近遺物出土状況



l SB05(西か ら ) 2  SB06, SB07(西 から)

SB07(】ヒから)

6 SB09遺物出土状況 (東から)

3  SB06(】 ヒから)

5  SB09(西から)

7  SB10(西から ) 8 SBll, SB12, SB20(南から)



l  SB13, SB14(Jヒから) 2 SB15(南から)

3  SB16(】ヒから) 4 SB17(南 から )

6 SB19(南 から)

7 SK02(】ヒから ) 8 SK02確認面 (南から)



SK03閉塞石の出土状況 (南から

3 SK06(南から)

2 SK03, SK13(南 から)

4 SK07(南から)

6 SK08集石上面 (南から)5 SK07遺物出土状況 (北から)

7 SK08集石半我状況 (南から) 8 SK08(南から)



l SK10,SKll発 掘途中 (西から)

3 SK13配石状況 (南から)

5 SK16(】 ヒから )

2 SK10,SKll(南 から)

6 SK24(南 から)

4 SK13中国銭出土状況

7 SK37石 臼出土状況 (西から ) 8 SK38配石状況 (南から)



図 版 6

SK54, SK55, SD02(南 から)
l SK45, SK46, SK47(東 から )

3 SK56(東から) 4 SK63人骨上部配石状況 (西から)

5 SK63人骨出土状況 (西から ) 6 SK63頭骨

8 SK65頭骨 ,中国銭出土状況 (西か ら )7 SK63中国銭出土状況



図 版  7

9--13

SB01出土遺 物



図 版 8

SB04,SB05出 土遺 物



図 版 9

SB07,SB09,SB10出 土遺 物



図 版 10

縄文土器

査前 (南から)



図 版 11

l SB01調査風景 (北から ) SB05付近調査風景 (北から)

3 SB05付 近調査風景 (東から )

鸞
―――Ⅷ



図 版 12

17-4 20--2

28--4
墨書文字集成



曜神前年8月31ユ発行

大泉村埋蔵文化財調査報告第3集

東姥
―
神B遺跡

霙驀 大 泉 村 教 育 委 員 会

〒 409-15
鰈 】準藝朝殊泉村西井出3108

大 泉 村 総 合 会 館 内

TEL 0551-38-3116
印刷 蝶 Jと 申 Fll珠 本 会 社

〒 499-11
山梨県北巨摩部長坂町長板1上条
trEL  0551--32-3 12 4. 5




